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この「日本の文化統計」は、 1 9 7 3年 12月インドネシアのジョク、ジャ

カルタで開僅される予定のアジア地域文化政策政府聞会議の資料とするため、

ユネスコの依領により編集した恣のである。

わが国忙おいては、現在ら文化忙閲する統計資料て允分侭翌備されていな

い分野がおり、今後その元実を罠Iる必要が象]るか..多少とも文化の振興のた

め忙役たては幸いで生る。

なおコ、本：書の編集紅あたっては、日本ユネスコ国内委員会副会長内村直也

氏、埼玉大学助教授飽戸弘氏、東京大学助教授松原治郎氏および文部省関係

局課の協力をいただいた。

1 9 7 2年 12月

文化庁次長

清水成之
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序説

(1) 

日本は東アジアの一角、大平洋化面して弓弧状に連なる列島で, 3 7万乎方キロメートルと、

アメリカ合衆国でいうならば、カリフォルニア州 (41万乎方キロメートル）よりやや狭い国で

ある。しかもそのうち山地が 72彩に及び地理的条件の必ずしも盤かな国とはいえない。しかし

ながら，この日本は、アジアのモンスーン地帝にあり t 気候温暖で、かつ降水量も多く、歴史上

古くから水田農業に支えられた文化を生み出してきた。

現在、この日本列島には冷 i億 40 0万人に近い人々 ，，和5生活し、 1千万人を超える首都東京を

はじめ、多くの都市を形作っている（人口 10万以上の都市は 15 0市妬達し℃全人口の 51. 5 

彩はここ灰集まうている）。

日本列島から産出される天然資源は必ずしも豊かではなくむ•今日日本は、原油、鉄鉱石q ポー

キサイト・ニッケルなどの工業原料を外国より翰入している。それにもかかわらず、日本の産業

が挙げる国民純生産は、 1 9 7 0年匹は 60兆円に達し℃国民総生産 (GNP)は70兆円を上

回っている。対外的に忠、輸出額は約7兆円、輸入額は 6兆8千万円と貿易が活発である。

かって 19 4 ll年代までは内総就栗人口のうち農林漁業紀就業する人口が45彩に達していた

がb 最近ではその割合が 10数俗匹まで減少し沿第二次世界大戦後は完全に農業国を離脱したo

(2) 

日本の社会を説明する匹あたって特筆されるのは法 「近代化」の過程であるo 日本が長い封建

体制を止揚して近代化の歩みをはじめて、今日でほ阿 10 0年になる。だが欧米先進資本主義国

紅くらべてはるか紀遅れて資本主義社会に入った日本が℃西欧化を目指して、殖産興業の形で急

速な工業化をはかったことと、義務教育制度の樹立を中心とする教育の普及を、その当初から行

なったこととがあ＼＾まって℃きわめて早いテンポで「離陸」 (take-off)をとげたことは℃

世界でも注目されるところである。

1 9 6 0年 8月、日本でアメリカ、イギリスの日本研究学者と日本人学者による「近代日本に

関する会議」が行なわれ、日本の近代化について活発な討論がくりひろげられた。その際提案さ

れたT,罰ホール教授の近代化をとらえる基準を引用してみよう。彼紀よれば、 「近代化」は次

の10の基準尻よって測定することができる。

① 比較的高度の都市化

R 普及した読み霧き能力

R 比較的高い個人あたり所得

④ 広範た地理的苓よび社会的流動性

⑤ 高度な商品経済、工業経済

-1-



広範な℃しかも浸透性をもったマス。コミュニケージョン e メディア網

近代的な社会的・経済的過程への社会成員の広範な参加

比較的高度1疋組織された官僚制的政治形態

科学的知識の成長にもとづく、環境に対してます凌す合理的かつ非宗教的に対応してい

とうとナる個人の意志

もろもるの大きさの人間集団が冷しだいに一つの統制のもと侭統一されて国家をつく恥

またも固家間の関係がいよいよ増大すること

日本の社会がやこの基準で測定された結果としての厳密な意味での近代化を完成させた時期が

いつごろであるかについて℃ここで問わないとしても、今日の日本の社会が10の華準のすべて

に照らしても近代化をとげた社会であることは間違いない。
. ・ヽ曹 0 .． ， ； ・ 

とくに 1、④拉よび⑦四示されるような社会的流動性(social mobility) CO高さは、

早くから日本社会にみられた傾向であったと同時紀、とく化 19 6 0年代には異常な筏どの激し

さで社会的流動性が生じた。後渇の統計にみられるような都市人口の急増傾向と産業別、職業別

人口の変動はB その激しさを物語っている。

一方、日本社会の近代化を特徴づけるもうひとつの指標は教育の普及である。すで匹 18 7 2 

年に「学制」の公布をみた日本では、 20世紀初頭には初等学校就学率はぽ匿 10 0形に近づい

ていた。そればかりではなく、第二次世界大戦後は義務教育年限を 9年紀延長した。さら厄

1 9 5 0年代侭入って、後期中等教育（高等学校を中心とする）への進学者か急速紅増加し、近

年では筏茂 90彩に達する匠至ったし、さらにそこから大学その他の高等教育への進学するもの

の割合も 19 7 1年紀は 27彩に近くなり冷同一年齢人口のなかで高等教育を受けるものの比率

が26彩に近づいている。とくに注目されるのは第二次世界大戦彼は女子の後期中等教育、高等

教育への進学者の増加でな近年では男子と！ぽとんど変わらない比率になっている。

このような教育の普及をもたらしたことの前提(ICは℃すでに封建社会末期 (19世紀初頭）の

段階で、日本では、藩校（武士階級の学校）、私塾冷寺子屋といったさまざまな教育帳関を通じ

て、武士階級のみならず、一般庶民のあいだ匹も読み書き能力か普及していたことが挙げられる。

推定では．幕末期 (18 7 0年代）男子の過半数が文字を読む能力をもっていたといわれる。日

本人の教育に対する関心の高さが、日本社会の近代化紀は大い匹関わりがあると思われる。

以上の棟か日本社会の工業化の度合もマス。コミュニケーション冷メデイアの発達の程度、な

どについては、後掲の各種の統計によって推察していただくこと妃する。

⑥

⑦

⑧

R
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への鋭い惑覚に裏付けられた伝統芸術や芸能がとけ込んでいるo茶i祖華道、能芦謡曲、和歌，

俳句をはじめ、各種の芸術や芸能丸生活文化あるいは大衆芸能の形で、日常生活匠とり入れら

：広また日本人としての素養としてそれらを身匠つけることが望ましいこととさえ五れている。

それらは、プロフェッジョンとして芸術。芸能を桓う人々と、アマチュアリズユのもとに「け

いこごと」として行なっている人々との区別が、必ずしもつけられない形で広く日本人匠普及し

ているので冷統計上示すことがきわめて困難である。

一方、最近の日本人の日常生活匠苓ける文化活動は、成人教育、スポーツ活動など℃近代的な

姿で展開しているがもこれ匠ついては、文化活動のための施設、体育・スポーツやリクリェージ

ョン施設などやコミぶ・ニテ，iのなか応それらが登備されているかどうかという点では、他の先進

諸国匠くらべて必ずし忠充分とはいえない。しかし他方で、近年、旅行し行楽などのレジャー活

動が含わめて盛んとなり 'lババ一人口は急檄に増加している。

同時にまた冷テし／ビジ~ョンの急速な普及、放送鵞の増大妃示されるように、日本人がマス・コ

ミュニケージョン接触を通じて惰報文化や娯楽匠接する度合が逹わめて高い。世帯単位でいえばも

テレビ受像隈の普及率は没殴 10 0彩に達し、日本人は平均して 1日匹 3時間近くの時間をテレ

ビ視聴にあてている状態である。

(4) 

最後に、最近の日本人の生活意識にふれておくならば、大衆社会的状況を反映して、全体とし

て「趣味陀あったくらし」や「のんき紀くらすこと」を生活の信条とする人が増加する傾向にあ

りt 仕睾を重視するよりも、余暇を大切にし、休養を望む人応玄たふえる傾向にあるo日本人は

伝統的に勤労第一主義的であり、経済紀高い価値を袋く傾向が委るといわれてきたが、そのよう

な性格は、最近急速紀変化しつつあるといえそうである。

また宗教心をもつことが大切だとする気持は日本人になお強いが、それでいて神道や仏教、キ

リスト教そ0他の宗派の信者と自己騎識している人の数は必ずしも多くない。というのは、日本

人匹とって宗教は、日常的な生活紀入り込んでi義礼化、慣習化していることが多く、正月礼や盆

忍Lのよう匠家族生活上0儀礼として慣習化してしま っているいまた誕生、結婚℃死亡の際の冠

婚葬祭の様式に苓いて宗教が生きている。したがって、信者として明確に「信じている」とする

者の数は必ずしも多くないが、潜在的侭は筏とんどすべての固民が仏教徒や神道信者であること

がいえる。

(S) 

このような急速な近代化や西欧化をとげてきた日本社会であるが、反面では、日本人に伝統的

文化への関心が低いわけではない。文化財を保護する制度とそのための努力が体系的にととのっ

てきたの応比較的近年のことであるが、日本人の生活のなかには、自然との調和や美的なもの

（ら）

「文化統計」という概念の恣と紀、以下曰本文化の風土的、社会経済的、制度的基盤を示ナ各

種統計を提示したうえ、日本人の文化活動、そのための施設、文化財保護や文化の発展をうたが

す各種存躊策、存政組甑予算浴文化の国醗だ流等々に関する資料統計を、集紅整哩して提出する。
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l -1 主な都市の気象 (19 7 "1年平均値）
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t-8 現在の生活匠対する満足感 （彩）．

出典 4 

注 質問「あたたは現在の暮し｛疋ついて℃どう思っていらっしゃい交すか。」

l -9 今後の生活の力点 （彩）

住生活三 I 亨こ□―—計
I n 1100〈

42 I 26 I 20 1100(1,783) 

4 0 2 5 1 2 0 1 0 0 (5,6 8 0)  

5 5 2 5 1 2 5 1 0 0 (3, 5 9 1)  

! 2 s I 2 2 I 2 s I 1 o o c 4.5 3 6)  I 
9 ,  1 

出典 4 

注 質間「あなたは今後どのような面匹t 特匹力を入れたいと思い夜ナか。」

I :.._・.1 o 生活水準はどの程度だと思うか （？る）
- 1 ,  

_I中の上I-——-
6 I ・7.0 

東京都区 o. 9 I 1 □.3 I s 6. 

:：三の三□二：I］：口9::：ー：
出典 4 

注 質問「姦宅の生活程度は、世間一般からみてこの中のどれ匠入ると思いますか。」

y,,
．、9
.
..• 

ぐ心．

出典 5 

注 質問「あなたは、一般的tて「働らく」ということ匹ついてどのように考えていますか、

この中であなたの気持忙一番近いも のをあげて下さい。」

出典 6 

注質問「あなたは、仕亭が今より心忙しく＊ごくなっても収入がもっとふえる筏うを望み

ますか、それとも収入がふ ・' 
えることよりも労働時間が短縮されて楽になることの

筏うが先だと思いますか。」

':1 
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3. 国民生活

（i) 家族溝成

l -1 3 家族類型別世帝数（単位 1.o00人）

区
1 9 6 o I 1 9 7 O 

ー一 分口竺竺ロニ1世 帯 数 i比率

総 数 19,571 100.0ロロロ言贔―
親族世帯 18,579 I 94.9 I 23,768 I ss.9 

［核家族 11,7881 6□.2 I 16,952 I 63.4 
1 ［夫婦のみ 1.6 3 o I 

夫婦と子供 8,4 8 9 I 4 3.4 I 1 2,3 1 0 I 4 6.0 l男親と子供 I 245 1 1 5 1 254 09 l 女親と子供 1,4 24 73 1,479 5.5 

その他の家族 6,7 91 I 3 4.7 I 6,s 15 I 2 5.5 

非親族歯帯 1 4 I o.4 I 9 7 I o.4 
単独世帯 9 1 9 47 2,885 1 0.8 

出典 2 

注 「核家族J

親族世帯のうち、夫婦のみ、夫婦と子供、男親と子

供、女親と子供、という構成の世帯をいう。

「非親族世帯」

世帯主と同居人、家事使用人空たは営業使用人によ

って構成されている世帯

「単狼世帯」

単身者だけの担帯

l ~ 1 4 世帯人負別世帯数

1：い 8/］／ 

1 9 7 0 ・ 

, 1 世帯数比率

26,746,9001100.0 
I 

1,0 2 2,9 85 1 5,2 2,882, 

普通世帯人員
1世帯あたり人負
準世帯数
1人の準世帯数
準世帯人員

出典 2 

注 「準世帯」普通世帯と住居をとも侭い別匠生計を維持

している単身者、下宿に下宿している単身者、寄宿

舎、病院等の同様の場合をいう。

(2) 労鋤時間

l -1 5 月間実労働時間数（従業員 30人以上の会社） I -1 6 規模別、月間、労働時間数

言□ー］

出典 7 出典 7 

(3) 家計

l -1 7 賃金の推稼 I -・1 8 企業規模・年令別t賃金

＜尺

I― L ―-―-
（単位千円）

→ 区 分現金給与月額（頸） 1対前年上昇率（？る） 規模別 計

r ---';'-;-口―:-4丁ロ―-----―---□—
26.6 I 9.o 平均月間きをってI 5 8.4 6 8.4・'5 5.2 

6 2 295 1 1 1.1 支給する給与 1 

6 3 I ・ 32.7 i ・1 u.  
6 4 5 53 1 I I 
6 5 1 5 94 1 :.: ，1 0~9 9人醗業15 12 6 1 4 1 5 1 4 5 

6 6 I 43.9 I. 11.1 

I 51.2 I 61.4131.4 I: 
I 1 o.9 i 

6 8 1 5 5A 

100~999人 9 5 5.8 | 6 6.1 5 5 5 ! 

6 7 : 1 :：: I [〗口/-5/I750 1 4 0 7 : 

出典』 7
出典 7 
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I -1 9, 勤労者迎帯の家計収支

- （人口 5万以上の都市、 1か月平均）

I -2 0 勤労者世帯の支出

（人口 5万以上の都市、 1か月平均）

（単位：円）

区 分 1960 1965 

（単位円）

19 7 0 

ー

1
'
4ー

実収入(1か月平均）

うち世帯主定期収入

実支出 ． 

消費支出

非消費支出

手取り（可処分所得）

黒..字

貯蓄純増 ． 

平均消費性向（笏）

（参）． 9

消費者総合物価指数

40,895 

27,446 

35,280 

32,093 

3,187 

37,708 

5,615 

3,498 
， 

8 5.1 

68,419 1115,379 

45,174 I 72,663 

57.938 I 94,303 

51,859 I 84,638 

6,079 I 9,664 

62,3401105,715 

10,481 I 21,076 

6,946 I 1 3,643 

80.1 83.2 

区 分 19 6 0 1965 1970 

実額合計
.・ 

32,093 5 1;8 5 9 84,638 

食 料 3 8.8 3 6.3 3 2.5 

上 住~ -‘` ●~居·~ 9. 8 1 0. 5 11. 3 
記
の・光 熱 4.8 4.5 3.6 

内 ..被 服 1 2.2 11.3 1 0.5 
訳
ヘ 雑 ，費 3 4.4 3 7. 4 4 2:1 
彩
、ノ （うち教養娯楽） (6.2) (6. 5) (7. 8) 

メロ 計 100. 0 1 0 0. 0 1 0 0.0 

出典 8
 

7 6.5 ! 100.0 
I 
I 

．．ー出典 8 

注 「平均消費性向」消費支出の可処分所得に対する割

合をいう。

→---` 
し一 ． ----盲•，

』>- --

＇「土 --(4) 住宅

I -2 1 住宅の所有関係別世帯数 I二 22 住宅の規模

（単位 1,000) 区 分 1 9 6 D 1 9 7 0 

区 分

ー

1
5
1

・’

普通世帯数

住 宅

持 ち 家

借家

給与住宅

間借り

寄宿舎•その他

ロ己
1.9 I 332 

0.5 
ー

6

4

 

4

1

 

4

1

 
77 

1 00.0 

99.7 

58.0 

33.6 

6.9 

1.2 

0.3 

家

宅

り

ち

罪

借

持

借

給

間

~V. 

帯

り

数

世

た
一

あ

室

家

家

宅

り

ち

罪

借

持

借

給

間
,

;

．

 

り
室
積
）

頌
住
．
m

一
居
面
（

出典 2 

注1・「給与住宅」会社・団体・官公庁などが所有または管

理していて、その職員または従業員を職務の都合上、，．．、出典

または給与の一部として居住させている住宅をいう。・ 注

この場合、家賃の支払いの有無を問わない。

「借家」

民営または公営（公団、都道府県営、市町村営、地

方住宅供給公社）の賃貸住宅、アパートで、かつ給

与住宅でないものをいう。

家

8

ー
1

9

1

．

．

．

 

1

5

5

4

 

1 9 6 5 
I 

4.5 

2.2 

2. 9 

1. 6 

2
 

9. 4 

5.8 

7. 1 

5. a 

9

4

1

9

 

4

2

ふ

1

1 1. 6 

, 7. 5 

8.3 

5.9 

， 
居住室には、ロウカ、玄関、台所、風呂場等を含まない。



区

1 9 6 9 

5
1
 

1 9 7 1 

(5) 文化賑；；｝の保有状況

I -2 5 文化機材の種類別保有状況

I I ! 1'|  i 1 
ミ l テカ 1 ス ラ Iテカ電 I電 i電 iル，オピ，乗 i．オ

分 1./I! I ~ I : I : I;［ メ ；Ii I; If I: アI用 ノりI黒，レ、 ク ． く じ 蔵 I ラ イ[
二ニピオオ 1 ラ機 Ii吸 庫 I1 ニニ←二＼車| 1 

し三1::．: 9:： 7 7 •13 : ： ： 7 5 : ／ 2 5 : 1：：：-[：II : : ： 6 : 6 8 8 : : 1 : ： ：[ ： I 76.：口：〗
I全歯帯;::1::: 1 :::1 ;:;i ::r;1 ::rrr: 1 :: 1 ::: 1 :: 
く、農家世帯 8 5.618 5.0 131. 1 I 21. 916 o.4123.814 8.219 3.415 7.218 7. 71 1. o J 1 4.61 2.1 13 o.o 14 8.7 

l非農家 8421 81.7 452 1 57 1二22| 5591口8[95.7 787□:2] 94 121 4 1 87 1 26.0 184 

出典 'i 0 

注 「乗用車」尻はライト・パンを含まない。
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i6) 保健・衛生

l.-2 4 平均寿命
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l -2 5 体位

区 分 男 女

注 厚生省調ペ
12歳

7
1
 

1 8歳

21歳

o

-

6

5

7

8

4

6
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8

6
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5
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l -2 6 医師，看談婦等の数

人口 10万人

に対する ！歯科医

「
医師数

・ ~ 

9 4,5 6 5 "  

11 o 3.1 3 1 I 1 

19651109,36 

1 9 7 o I -1 1 8, 9 9 

T 

看褻婦

（准看含む）

I -
31,1091128,796 

3 3, i 7 7 11 8 4, 1 3 5 

i 

3 5, 5 5 8 I 2 4 2, 6 9 7 

37,859 12 69,774 

i 

~99999 

9

4

5

7

 

•
。
·

4
 

5

0

1

 

0

1

1

1

 1

1

 

l -2 7 医療施設数

区 分 総 数 病

1 9 5 5 ー
＇
ー
叫

131521ー一

4

2

7

1

8

 

,

I

R

i

 

6
 

，
 

ー
，
 

2
 

2

0

 

，
 

ー8

9

0

0

 1

1

 

0

5

0

 

る

、

6

1

9

9

 

1

1

1

 

院［一般 1歯科
診康所 I診療所

I 

5,119151,349124,7731512,6881113,924 

6』94 59，008 1 27,020 1686,745 1 165,161 

7,047164524128,6021873/,521204,043 

I 
I 

7,9741 68,9971 29,91 i,1.062,5531249,646 
L―: I、

病床数

病院□-冒

出典
ー

1
8
1

1 2 
出典 ?-1̀ 

4. 産業経済

(1) 天然資禄

•. l -2 8 おもな資源の国肉産・輸入の割合（形） l -2  9 わが国のエネルギー供給割合（彩）

ー

1
9
,

＇

出典

注

1 5 

「開発輸入」現地匠会社を設立して、関発すること

によって、その産出物を輸入すること。

「融資買鉱」現地の会社匠融資して、その見返り匠

産出物を輸入すること。

出典 1 4 

注 上記は一次エネルギー・の供給割合であり、

石炭、石油、水力¥原子力、天然ガス、

薪炭など匠よるもので、これらを加工し

た危のから得られるエネルギーはふくま

ない。



(2) 国民総生産、国民所得

I -3 O 国民総生産、国民所得、経済成長率

80 

。
区～．

／
 

／
 

.‘’ ー
I
,
．

．

／

．

 

I
.
‘
,
 

,

9

/

 

／
 ／

／

 

／
 

/． 

/

’

/

 
‘ヽ／

 

／
 

J
 ・-民国

＼
ー
[

。

.

2

 

国民総生産

＿＿＿―-国民所得

I -3 1 国民総生産、国民所得、1人当り国民所得

ー

2
0
1

20 区

国民

分 1
総生産

GNP 
(1 0億円）

国民
所 得

(1 0億円）

1人当り
国民所得
（円）

10 

1 9 5 5 

1 9 5 7 

1959 

兆
円 ％ 

oロ

1955 1960 1965 1970 

8,864.6 

11,248.9 

13,608.9 

出典 1 5 
ー・

1

0

5

4

 
ni 

＆
 

8

~

.

 

2

2

4

 

5

9

5

9

2

 

5

2

9

 •C5 

8

B

 

2

5

 

．
 

〇り

5

1

2

5

4

6

 

~
 

1

,

5

5

7

9

 

6

6

6

6

6

 

9

9

9

9

9

 

1

1

1

1

1

 

7,298.5 

9,354.7 

11,023.3 

15,755.1 

20,614.5 

26,086.8 

36,233.2 

99,349 

123,757 

146,960 

210,653 

266,276 

334,392 

452,441 

49,856.7 l 614,1 a 1 
I 

(3) 産業構造

I -3 2 産業別、国民純生産 I -3 3 従業者規模別事業所数および従業者数

（単位 1 0億円）

区 分 1960 1965 19 70 

.
3
 

総 額

計

13,269.1 

国

内

1
2
 
1
ー

農林

鉱

製 造

水 産

業

業

建．設業

純｛ 電気・ガス・水道
運 輸 通 信

生 卸売・小売業

産金融・保険・不動産

サ

I公
ピ ス 業

務

海外からの純所得

26,086.8 

1 3,2 9 3.4 I 2 6, 1 s 4.9 I 5 9, 1 9 7. 6 

1,941.3 

2 1 2.6 

3,891.4 

73 3.1 

I 

1,223.8 

2,150.6 

1,196.7 

1,432.8 

511.2 

- 24.3 
I 

2,920.9 

22 5.8 

59,048.0 

4,451.5 

353.0 

7,284.6 I 17,654.9 

1,845.1 

2,220.7 

4,433.7 

4,748.8 

2
 

人ー7
 

nf 
ー，

 
3

7

1

B

1

 

1

&

4

3

&

 

1

9

9

8

9

 

4

7

3

0

 

4.

？

t

i

t

-

6,670.8 

7,873.2 

2,295.6 

-149.6 

1 9 6 3 1 9 6 9 
区 分

事業所数 従業者数 事業所数 従 業 者 数

人 人
実数総数 4,016,474 30,145236 4{300,766 38,487,907 I 1 ~ 4人

7 3. 9 1 9. 8 7 1. 1 I 1 8.3 

5~9人 1 3. 4 1 1. 4 1 4. 9 1 2. 0 

上記の 1 0 ~ 2 9 人 8. 9 1 9. 0 9. 8 1 9. 6 

内 30~49人 1. 8 9. 1 2.0 9. 5 
訳

50~99人 1. 2 1 0. 5 1.3 1 0.9 

＾ ％ 100~299人 0. 6 1 2. 5 0. 7 1 3. 0 
‘..., 

I 
300~499人 D. 1 、4.7 0. 1 4.6 

¥500人以上 0. 1 ！ 1 2. 9 0. 1 1 2.3 
I 

出典 1 6 

出典 1 5 



I - 5 4 産業別・職業別、 5オ 以 上 人 口

産 業 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 臓業別内訳 （％） 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 

実数総数

|
2
2
1
 

（ 農林業

漁業・水産養殖業

上・鉱． ． 業.・・・・ 
記

の建． ＇ ．． 

:l製

＾ ！卸売・小売・金融・
保険・不動産業

彩

公

t
己

造 業

運輸・通信・電気・
ガス・水道

サービ 業

務
b
 

ス

,

5

.

.

4

9

 

．．
 

3
~

〇
’

冒`

1

,

2

3

 •• 

1
．

る

・

｀

..•. 

〇
ハ

•
5
2
2

6

t

1

{
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1

5

1

 ,

2

1

1

 

4

3

 

•• 

4, 
4, 7 4 8 

2 4.3 

1. 2 

．． 
0. 8 

.~ 

6. 5 

2 4.4 

. 2 0.1 

6.4 
. 

1 3. 2 

、3.1 I 

9

4

7

0

5

9

7

2

 

.

z

J

 

4

5

 

9

d

.

0

0

1

1

2

d

4

 2

2

1

 

ー
。， 
5
 

専門的・技術的職業

管理的

事務

販売従

採鉱

運輸・

熾業

従事者

事者

農林・漁業類似臓業

採石職業

通信職業

技能エ•生産工

単純労働者

サービス職業

0

7

2

1

7

7

4

 

5

1

1

.

2

2

a

2

 

1

1

5

 

2 8.1 

6. 0 

1

4

5

7

4

4

 

5

2

a

t

5

a

 

1

1

2

 

4. 1 

＼ 

2 5.3 

4.. 9 

6; 9 

5.8 

2.6 

1 4. 8 

1 3. 0 

1 7. 5 

0.2 

4. 6 

2 9. 7 

4.3 

6̂ 
キー

• ~ 

9、,•9. 

ー、

/

-

ゞ
~
ー
一

出典 1 7 

, i : 9' ＾ ^ ̀ 

e-～- l1 

＇ ＇ 9→-.... ーし-
(4) 運輸・通信・情報処理

I-35 総合輸送活動指数 I -3 6 国内貨物輸送

1231 

国 内 国 際
区 分—

貨 物 旅 客 貨 物 旅 客

1 9 6 0 54.6 49.0 46.2 25.3 

6 5 100.0 1 00.0 1 00.0 1 00.0 

66 123.4 1 1 7. 9 119.4 1 34.0 

6 7 153.4 146.5 142.7 173.2 

6 8 188.9 18 6.8 17 4.1 217.0 

6 9 22 6.8 241.5 2152 281.6 

7 0 2 62.1 313.7 286.9 333.1 
i 

区分

・計・

国 鉄

私 ' , 鉄

自動車’,
I 

内航海運

出典 1 8 

1-37 

19 60 

（百万トン・キロ）

1 9 69 | 1 97 0 

138,316 I 313,268 

53,592 I 60,161 
923 I 965 

20,801.I 119,864 

63,000 :j 132272 

国内旅客輸送

--
342,096 

62,435 

974 

135,916 

142,771 

出典，＇1,8 （百万人・キロ）

区 分 1960 1969 19 70 

計

国

私

ら'’:

べ乗 用

鉄

鉄

ス

車

定期航空

旅客船ヽ',・・...・... ： I 

出典 1 8 

243,127 !・ 5 2 s,211 I 5 8 6,6 7 s 

1 23,9 83 9 1 8 1,52 01 1 89. 72 4 

6□,35i J 93,792 ! 99.131 
43,999 j 100,190 j 102,893 
. 1 1,53 1, 1 4 1,8 6 9 181,33 5 

廷7・1 6,440 I ---8,795 

4,400 I. 4,800 2,600. 
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I -4 ・1 州別輸出入額

（単位 10億円）

5．教育（主に学校教育）

l -4 2 学佼制度 (19 4 8年以降）
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7. 宗教．

I -4 9 宗教団体数・教師数・信者数

I -5 D 信者のバーセンテージ

（％） 

区 分 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 

Il 宗 教法 人

'180,089 180,088 18),098 

総 非 宗教法人 4□,□75 I 4 4,9 a 5 5 8:2. 0 7 

教師数 34 7, 1 81 1,585,522 1,．8ダ1,72プ．
数 信者 数 13 8,4 G 3, 18 8 1 5 5, 9 0 5,5 2 0 1°78,971,327 

（信者数／全国民・・・％） 148.2 158.6 1 72.6 

｛宗教法人
100,470 85,858 ・ 85,766 

神 非宗敦法人 16,908 9, 7 11 8,672 

道教師・数 ． 193,q6 97,921 38,393 

系信者数 78,470,338 77,089,599 83,328,989 

（信者数／全国民・・彩） 84.0 78.4 80.3 

l i宗教法人

76,384 7 6,4 1 6 77,208 

仏 非宗教法人 、 15,293 . 16,813 18,818 

教教師数 125,613 1,334,143 1,643,268 

系信 者数 5 4,930,739 7 0,00 2,672 84,960,083 

（信者数／全国民・・・彩） 58.8 71.2 81.9 

l I宗 教法・人 2,590 2,989 2,669 

キリ 非宗教法人 3,564 4,183 4,080 
ス教師数 13,864 24; ,249 1'1,941 

誓卜`l信者数 669,225 7-39,668. 804;339 

（信者数／全国民・・彩） o:7 D.8 0.8 l宗教法人

645 14,825 1 5,4 5 5 

諸 非宗教法人 4,310 14,198 26,637 

教師数・ 14,068 129,209 144,125 
教信者数・ 4,332,886 8,073,581 9,877,916 

（信者数／全国民・・形） 4.6 I 8.2 9.5 

出典 2 4 

注 信者の定義、．資格などは、それぞれの団体で任意に定められ、その数え方もおの

おの独自の方法がとられているため、信者総数はわが国総人口を上回っている。

-
区分
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教

教

教

他
卜
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仏
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＇
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ー
ー
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ー
，

v

し
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記

の

内

訳

じ

信
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1-9二1963 ! 1968 

3 5，二□］-
3

4

1

2

5

5

 

2

6

 

2

3

1

1

4

9

 

2

6

 

, 1 0 0 
1 

1 0 0 

3

3

 
2
 

3

9

 6
 

計 1 0 0 

出典 5 

I -5 1 宗教心は大切か

（彩）

区 分 1 9 5 8 1 9 6 3 1 9 6 8 

大 切 7 2 7 7 7 6 

大切でない 1 6 1 3 1 4 

その他 1 2 1'0 1 0 

計 1 0 0 1 0 0 1 ・D D 

出典 3 

注不信者を 10 0彩にしたものである。
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＇ I 文化財の保存・活用
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ー
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（

で

a

①

②

 

ー

一

公共団体その他の法人）がこれを行なう o所有者、管理責任者または管理団体は、その変更

坂よび指定物件の所在の場所の変更、滅失き損等の事故の発生、修理・復旧の施行等につい

て文化庁長官に報告する義務を負う。これに対して文化庁長官は、これらの所有者、管理責

任者または管理団体に対して命令、勧告、指示をし、管理または修理、復旧に要する費用の

国庫補助を行なうとともに、文化財の状況等について必要な報告を求め、立入調査を行なう

ことができ、また、特に必要がある場合には、文化庁長官が直接国宝または特別史跡、特別

名勝、特別天然記念物の管理、修理、復1日の措置を行なう。

この筏か指定された文化財に関する制限とし ては、現状変更および保存忙影響をおよ／密す

行為を行なうについての文化庁長官の許可（史跡、名勝、天然記念物の無許可の現状

変更等については文化庁長官から原状回復命令が出され得る）、・輸出の禁止（重要民俗

資料の現状変更およ噴細註届け出で足りる）があり、保存上必要があるものについては、文化庁

長官の環境保全の命令が出され得る。また、重要文化財（国宝を含む）、重要民俗資料を有

償で譲渡する時は、まず国に対して売渡しの申し出をすべきものとされている。

④ 指定された文化財の公開も所有者または管理団体が行なう o文化庁長官は、所有者または

管理団体に対して指定された文化財の公開を命じ、．勧告し、必要な指示を与え、場合によっ

ては、公開の停止または中止を命ずることができ、また、この命令または勧告による公開の

ための費用の全部または一部を国庫の負担とすることができ 、あるいは、文化庁長官が行な
う公開の用た供するナこめ、出品の費用を国庫が負担し、かつ、出品給与金を支給することと

して、所有者または管理団体に対し、期間を限って出品を命じ、勧告し、あるいは、所有者

等の申し出を受けて出品を承認することができるo所有者お よび管理団体以外の者が、重要

文化財（国宝を含む）を公開しようとする場合は文化庁長官の許可を受けなければならない。

R このよう疇定された文化財とは別に埋蔵文化財を保護するため、埋蔵文化財について

発掘調査をしようとする場合、あるいは埋蔵文化財包蔵地として周知されている土地を土木

工事等によって発掘しようとする場合には、文化庁長官に対する届け出が必要とされ、文化

庁長官は、これについて必要な指示をすることができる。

⑥ この保か、地方公共団体においては、その地域匠所在する国指定文化財の保存について財

政負担を行なうとともに、それぞれの条例に基づいて、地方の文化財を指定し、その保護を

図っている。現在、地方公共団体が指定した文化財の件数は、表'n-2のとおりである。

-3 8- 璽 -39-



画
塗

n  

ロ ロ
達

翌
滋

替
副

墓
n  

n a  

滴 ＝
翌

叶 濠 塗 ・

蓉

ー ー ， ー 堀 乳 i 員

講 淫 油 淫 蛉 堀 淫 於 溺

湘 務 丙 衿 蓉

ー 蚕 ．

湘 務 界 衿 湿 担

j

' , — 沌 溺

砂 ー 務 翌 鈴 属誓 翌 開 喜 塁 一 怜

ー し 草 晋ー ー ー ー ー 」 佃 ー 」 匝 ー 』 L j 闊 ー ー 訃

悶 闊 切 醤

片 惹喜 篇 Hil 喜 虚

闘 娼 瀦 憑 竺 ミ

畠 礫 母 尽 A 5 芍゚ー 弟 1 . g 言 “ :̀ G )2 喜 丙 江 「 喜 塁 喜

2 .

「 塁 笞 碑 」 0 雷 E 「 昌 」

量 9 「 冷 喜 胃 肩 誓
） 名 農 命 言 賣 息

霊 包 蒻 置 」 0 字 唸 内 吟 ぐ g 和 5 。

因 こ 畠 唸 靡 f o

5 ． 属 瀬 聰 翌 公 尽 苓 蘊 涵 0 (

A 江 宰 嘩 雌 衷 器 曲 薔 沌 丙 0

回

苔 望 嬰 薗 喜 ( 1 9  7  2 / i f . )  

豊 唇 遷 霞 母 翌 塁 冑 言

6 , 5 2 8  

1 5 , 6 2 0  

ミ， 6 9祉 諫 沖 含 蕊 ．

4
》 3 8 3  

5 , 7 0 2  囲 衿 替 4 1 2  

1 ` 2  5 0  邪 命 濠 泣

9 0 3  

2 2  9  浦 憑 済 { k 苺

4 6  

3 0 , 5 7 0  キ 〇 含
呼 ・

1 2 , 2 7 2

翌 塁 喜 青 ‘ 塁 塁 胃 烹
C l 貫 喜

ば 1 9 4 7 叫 身 茸 0 竺 這 茄 臨 塁 言 こ 琺 油

凶 苫 f い 子 0 t 呼 が 0

隣

爵

l 1 2  

湘 済 キ
i

香
薄

翌
抽

泄

叶 濠
泄

2 ． 笞 迂 喜 言 注

7 1 1 回 益 雙 嘉 ( 1 9  7  
2 $ )  

苓

;9
,

.~
.,
' 

図 中

坤
囀
::
:I
H
悪

露
I謳

桃
囀

迅
H

悪
粛

跨

1 4 0 -

1 4 6  
11 5  

1  2 6  

1 2 2  

2 6 4  

• 

3  4  

2 0 7  

1
•4

7
3
 

2 , 2 6 2  

1 . 0 8 7  

7 5 7  

1
•8

5
6
 

2 8 2  

1 4 9 9  

5 2  

2 4  

6 8  

•8
5
1
 

1 8 9  

8 0 9  

ー

8 8 1

2 3  

3 0  

5  
7 % ．  ^^^ 

"
'
<
N
!
 ，
 

、
U

1
0、

O

、
～
ツ
ヽ
グ
‘

益 問 字 磐

ー
．
 --

ー
ー

1
 

• 
H
-
3
 

国

国
宝

・
重

要
文

化
財

時
代

別
件

数
(
1

9
 7

 2
年
）

宝

14.
11 

ご
日

本
中

国
・

朝
鮮

等
五
l--

先
史

原
史

飛
鳥

奈
良

平
安

鎌
倉

南
北

朝
I室
町
桃
山
江
戸
•
以
明
治降

小
計

唐
以

前
唐

宋
・

元
明

・
清

朝
鮮

そ
吐

也
小

計

~
 

へAD
-6
34
7

 
5
3
炉

6
4
5
'
-

7
8
2
~
 
11
85
--
13
33
--
--
,1
13
-
9
2
~
 1
5
7
3
-
-
-
1
6
1
5
'
-

-
6
1
7
 

61
98
--
-

0
7
 

91
03
8-
--

6
7
 
13
19
68
--
-

1
1
 

,1
.n
3 

6
4
4
 

7
8
1
 

1
1
0
4
 

1
3
3
2
 

1
3
9
1
 

1
5
7
2
 

1
6
1
4
'
1
8
6
7
 1
86
1l
--
-

絵
画

4
 

4
2
 

3
8
 

5
 

1
 1
 

7
 

1
4
 

1
1
9
 

2
 

2
5
 

2
7
 

1
4
6
 

彫
刻

-
7

 
5
5
 

5
0
 

2
1
 

-
1
1
1
 

5
 

1
 

4
 

1
1
5
 

工
芸

品
5

 
1
3
 

4
5
 

5
5
 

3
 

2
 

1
‘

5
 

-
1
0
7
 

-
9

 
8

 
2

 
1
9
 

1
2
6
 

刀
剣

1
 

2
 

1
9
 

8
7
 

1
3
 

1
2
2
 

-1
 

3
-0
 I
 

I
 3

-3
 

1
2
2
 

書
跡

2
 

2
7
 

""'
I 

.. 
4

 
1
9
9
 

1
 

6
5
 

2
6
4
 

考
古

2
 
，

 
1
2
 

8
 

-
1

 
3
2
 

:
 

2
 

4
-:
 I

 
I

 
6
-:
 

2
 

3
4
 

小
計

2
 

1
 0
 

1
6
 

8
9
 

2
8
4
 

2
2
5
 

2
4
 
!
 15

 
8

 
1
9
 

6
9
0
 

2
 

1
 

1
1
7
 

8
0
7
 

建
造

物
5

 
21
 

3
2
 

6
2
 

41
 

4
4
 

4
4
 

-
2
4
9
 

合
計

2
 

1
0
 

21
 

1
1
0
 

3
1
6
 I

 
2
8
7
 1

 
7
8
 

I
 
5
2
 

6
5
 

9
3
9
,
 

3
 I

 
,

 
4
4
 !

 
!

 
6
7
 

2
1
 

1
 '

1
 

..
 17
,,
. '

 1
,0
56
 

百 汀 “ [
. 9  

i . - 5  
6  

．  
ー [ 2 2 - 8 0 8 4 8
4
 

5
8
 

2
0
 

1 4 3  
8  8
3
 

0 5 6 9 5 0 3 5 8 9 2 8  

2 1 5

 

ロ
6 7 1 9 1  

9 6 2 5  

- 9 -
6 6 5 6 5  

6 5 3 5  ー 三2 2 4 3 5 8 5 8 2 9  

悶 9 5 5 7 5 6

ロ- 2 7 8 0 0 7  4 3 I _ ＿  

2  

ー

1 6 5 - 1 6 2 2 4 8  I - 4 8  

4
 I

 1
5
2
 !

 
2
9
 I

 
-

22
 
I

 
4
9
 

1
 I

 
-

2
:
 I

 
2
3
:
 

8
5
 1

 4
4
0
 1

 

三

3
2
 

2
1
 

5
6
 

5
6
 ！

 

1
6
 

紅 - 5 2 5 6 - T 5 6

1 1 4 - 5  

i □  

2 0 6 3 6 1 3 2 1 2 8 9 3 0 6 9 4 1 6 9 5  

注
美

術
工

芸
品

は
件

数
、

建
造

物
は

棟
数

を
示

す
o



―
―
 

-
9

さ定

・

オ

i
ー

'
|
I

丁
|
l
ー
—
|
-

代
＼
J

門

治
。
一

複電

一明
。
．
＿
・
―
―

伽

―
〗c
l
|
T
'ニ
ー
―_
1
]

一
5

I
o，
芸
＂

U

,

「

-

-
5

然

讐，
1
-

i
2

天

土～

ci

安！
、
ー
（
ロ
ロ
|
|
-
|
1
1
丁
二
'
-
エ
＇
ー
一
〗

勝

一
世
誓
〗
―

-
6
7
-
5
5

一
ー
一
―

、
―
ー
↓
ー
1

ぉ

2
-
[

）[-口，
1
[

一―

7

`

―
 

一

，

跡
史

□-2
-

□
3
ー
ロ
ロ
ー
一
ー
ロ

2
9
-
i
c

ロロ，
□[
一
嘉
膚
＿

111
ロ
[
_

□□-
[
／9

一贔＿

□̀
：'`
口}：

4
-
t全

i

＼頬一，、種跡他る、ヽ
．遺．の幸（一

二
f‘

一
塚
慧
讐
す
一
社
仏
礼
る
学
そ
学
跡

l'

：
元
注

打
＜
｛
種
貝
夏
誓
9
冒
翠

i洒庫
・

遠

一

薬

一

'

曇

璽

嗣

酎i
:
~
i

；:
T
:
5翡
、
聾
蒻
塁
’
I
f

一7
-
7
3
6
2

い

5
6
8
2
-
7
-
5
2
-

-

6

5

8

4

4

 

4

1

4

6

5

1

0

 

ー

'

_

|

ー

|

|

1

ロ

ー

一

ー

丁

一人ー一ー
8

1

8

5

一。一
2

4

3

9

0

8

4

-

1

7

3

-

1

-

2

8

8

5

0

4

7

7

二15-

一
〗
2
4
1
ロ
ロ

2
2
□

9
4
-
1
0
6
-
[

2
-／
ロ
ロ
／
／
口
」
一

□6
8
2
8
9
6
0
9
8
~
I
2
4
-

一璽

別

7

社

3

1

6

2

5

い
-
8
4
-
4
1
1
5
0
1
8
3
2
9
-
7
8
4
-
8
6
-

2
0
,
 

巾

ー

1
1

□112011」
`

―

ロ

ー

ー1
1
1
1
-

／
口
／
文
一
／
□

[
一

. n -7 天然記念物、稀類別指定件数(19 7 2年）
. ．．...  

糧類 1件数
→ ● ● 

動 物 1 1 79 

植 物 1 5 1 6 

地質 ，鉱物 20 ・1 

口`:旨三三：
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n -8 鰈形文化財指定・認定。選択件数 (19 7 2年）
て、• I I ---璽 る届け出か必要とされる。これらの届け出如は、学術調査を目的とする届け出と土木工事等

を目的とし、その事前調査としての届け出があるが、、前者杖年間 20 O件前後で隠とんど変

らないが・，悛者は開発慕業の進展佼伴い年々急激侭増加している （表〖ー 9) 。

③ 開発行為匠よって破壊される退跡侭ついては、原則として開発ノー
灯菊者に破壊の原因者とし

て費用を負担させて緊急調査を行なう'’←と冷に原因者負担の不可能な場合には池ガ公共団

体匠補助金を交f寸して胴査を行なっている。

④ 史跡指定地の土地所有者関係をみ、つ j.
゜←、民有地の占める割合は全体の約34．形を占めてい

る。民有地 1てつい -m• ―-:1:t、現灯の法的規制のみ1てよってこれをそのまま保存することは困難で

あるので、緊急に保随を必要とする民有地の公有化を促進している。

!-9 坦蔵文化財発掘届仕

...～一—~ ~ -

｀＼、年度区分
璽別 1 9 5 0 
ヽー・←·—-—· --、=----• • •-•一曹
芹術調査

8 2 

左1/：口1：ロニ形文ヒ財L三：ロロニ者：二：：の＇□／8ー□三：：□゚袋そオ／／）る

a 開 発 と 文 化 財 保 護

① 最近の各種の開発事業や都市化の急速な進展に伴い、文化財とりわけ埋蔵文化財の保護に

関して多くの間題を生じている。

垣蔵文化財の保設匹とりくむため匠は、まず保陵すべき対象の実粗をは饂する必要がある

1 9 6 D年から 19 6 2年匠かけて行なわれた造跡の分布調査の結果冷全国約 14万か所の

造跡の所在することが判明したがヒその後苓未確認のものが相当あることが明らかとなった

ので、 ・19 7 1年から再度、全国の追跡分布調査を実施している。

② 埋蔵文化財包蔵地を翌掲しようとする場合には、概説で述へたよう vc、文化庁長官に対す

-44-
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冊 固人の文化行動

1 概説

（1) 生活時閣

① 年間の休日、休暇

年間の休日、休暇は一簸的1疋増える傾向紅多恥
特に被傭者はその殆んどが週に定まっ

た休日をとって袋り（表lll-1)、
今径さら (r(過休2日制が習及すると思われる。また過

半数 (57 96）の者は主（Iと旅行、スキー
、海水浴などを目的として集中的な休暇をとって

いるが、一方仕事の都合で休暇をとらなかった者 (25 ?cS) 
‘やとれない者 ('I5彩）唸か

なりある。（表］IT-2)。

② 労働時間

労働時間は、男子の場合、
平日ではこの ・10年間にわずか匠減少した1疋過宮たいが、土

曜、日曜はかなり減少し、
鱈 20代、 30代がめさましい。（表U1-4 -a)。

これを裁業別匹；かると・3 喚定ホワ
イトカラーでは 10年前とくらべて減少しているがも

商工自営業は逆匹乎日、士曜では
1 0年前より増叩している。（表冊-4 -b)。

③ 全1i段時間

余岐時間はこの 10年間（疋一般的厄増加してい0，'ヽ
＇が その内趣味b 娯楽と交際のための

時間はもともと男の方が女より長い。
その伸び方惑男の方が大きく、年代別でみると 21,｝ 

代の伸びがいちじるしい。（表II-15)。

またラッオ、テレビの視聴時間侭ついて広 10年前はラ

かったが、現在てはテレビの呼及厄伴いt その位虞が逆転して、へる

(2) 余暇舌動

① 余暇忙，~,＇―’~’

仕事と余II段との滉係では、
いずれ息大切だと考える者が大半 (80宅）を占めるが、

「仕事、余暇とも 1fC人一倍打ち込む」
という積憶臼な態度の者 (30 %）より、 「仕事も

人並み化やり、余暇も楽しみたい」というどちらかとい？
9-と消極的な應事の者 (50を）

休養とか仕浮からの写
の方が多い （表IIl-6-a)。

そしてその余暇を必要とするのは法

， 
放のためというような消極的な窓度が多＼（ 70 % : 

）、余暇自体を楽しんだ広仕幽の能率

を高めるためという積極的な余暇に対ン
十る意識を唸った者はわり麟少ない l表ll-6 

-b)。

余暇利用の目的

余暇活動匠実際参加した者の余暇利用の目的を活励分野別1疋ぶると、
文化活動、スポー

ツ，運動の場合はその活動自体を楽しむ者が多く
（表lll-7 -a ℃表Ill-7-b)、社会

教育の場合は知識、教養を高めるためと
いう者が多い （表阻ー 7-c)。

2，生活時間
ll -1 年間の体日（有職者）

② 

⑤ 余暇活動の不参加理由

宗暇活動冗参加しない最大の理由は、各分野を通して冷 「仕車が忙しくて時間がない」

となって＼^ 忍． （表m-8 -a玉表ill-8-b,表HI-8 -c)。

④ 余暇のすごし方

余暇のすごし方の視状を在ると上記の全暇匠対する意識と同様実際上も散歩もテレピ祝

晦、苓のみ話しなどでのんひり休養する者が圧倒的化多い (64形）の匠対し、今悛の希

望は「泊りがけの旅行」をあげる者か多く (31銘）、全暇利用の形態は現在の休息鹿Jか

ら活動型への曲きを見せている （表m-9ー＆）。今綬の希望を年代別紅みると．．各年代

「泊りかけの旅行」匠対する希望か多く、沿年層では活動的な余暇活襄Iをあげる

者が多い （表lfi-9 -b)。

(3) 彎ま と め

袖述のと曲り、労1前）時聞は近年減少の傾向匠あるがも万騎状ではさだきだ仕慮匠忙しくて、

令畢疇蜀は休蓑侭あてるという人が多いを）であるかt 今後も余ii段時間かこのま戎増えつづけ

るとすれは、自ずから余暇時間の積極的利用と余咲活励の多峨化がみられると思われる。従

って園民の余Il［号に対する考え方が変わり、余暇活励化対する要求も増大すると予想され、こ

れに対する各種の施策が必要となろう。

ている）
).  (67) ('14) (59) (91) (93) (97) (87) 

元全適付 2日1思） 2 1 - 2 7 2 3 

そfJ他（隔週など）の唱休2日制 3 1 ・1 ・i 1 9 5 5 

週休 1日半刺 1 3 1 1 27 ・ 24 42 8 

週休 1日噌ll ,l 1 6 4 1 48 55 47 62 

1日制 • 5: 3 8 - - 1 7 

月1凸以下 3 2 8 2 - 0 2 I 
［休日が定まっていない］ I 

（小計） （5 5) （ 8 6) （ 4 1) （ 9) （ 7) （ 5) （ 1 3) | 
年50日以上（週 1日以上） 8 19 6 5 1 1 5 

年25~4 9日（月 2日以上） ・10 . 27 11 - - ・ ・1 5 

年10~2 4日（月 1日以上） 5 ＾ 12 7 2 - 1 0 , 
年9日以下 2 6 5 - - - 0 

不 明 8 23 13 2 6 ・- 3 

I―-ロ-----_(1，認1O八）三直□ーロニ＿直ふ心恥＿1

出典 6 

〔杯曰

. ・-・・........-・・ ー・ • 

自営者

農 林 商 工 サ
漁菜→二業

箸理職

（鈷）
·-一•- --•ー・一 ー·---·ー・・• 一•• -1 

被傭者

事務戦労脊賑 I
I 
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＇ • rn -4 労働時間

a 男子年代別労働時間

戸•--•一ー百ーーローニ~6□ I 1970 

分

゜゚
゜5 

• -~—--• 
出典 2 5 
注 労働時間は仕事している者としていない者を一括した平均時間である。
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3 余暇活 動

m-6 余暇活動に関する意識

出典 2 5、26 ” 

m-~7 余暇利用の目的

a 文化活動 (%) 

楽しみとして
― -.  _ ＿ -こ--
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b スポーツ，運動 （形）
- . •一一

----—•一ピ．、 一― -- - ． --
体をじょうぶ1'こするため 2,~. 7 I 

精神力を養うため 9, 4 
I 
! 

楽しみ、気晴らしとして 5 5。7

！ 運動不足を感ずるため 2 4. 1 
I 
I その他 6, 1 

I 計 100 
1. ―•一··―”ー・―-- . - - --- --- - ----～ -・ -• 9ヽ•.'

出典 2 7 
注質問「あなたがスポーツや運動をする一週 1日以上ーのは森もにどんな理

由からですか。捻もな＄の一つを〇でかこんで下さい。」

c 社会教育 （飴）
ー・ •一—-•一—- --． 

i 知識，教養を高めるため 5 4. 0 

i 現在の職業に役立1こせるため 2 7,, I 
I 将来応そなえて 6, 1 

！ 生活改善に役立たせるため 7. 1 

Iその他 4 9 
野 10 0 

L---ニ ----------------J
出典 2 7 

注 質問「あだたがこの 1 年間匠社会教育匠関する学級、諮座e• 通信教育など如
参加（受溝）したのは、森忠にどんな理由からですか。装もなもの一

つを〇でかこんで下さい。」

b スポーツ，運動 (%) 

I 仕拳が忙し<:時間が；；了―――—--•-------•一—---- ------- -：五―----
体が弱く疲れやすい。 1 1. 4 
近く侭施設・股備がない。 7. 2 

仲間がいだい。 6. 7 

費用がかかりすぎる。 0. 6 

周囲の理解がたい0 0. 4 

興味がない0 ・j 3. 4 

その他 6. 2 

計 99. 9 --・----―---- ------•-—••---·____ -―-----------------------
出典 2 7 
注 質問「あをたがスポーソや運動をに注にしかしなかったり、あるいは全然しないのは

一月 1~2日以下ーのけどうしてですか。おもなもの一つを〇でかこんで
下さい。」

c 社会教育 （？る）
• ----- - - →----- ---- -- ·—. --- ---I 仕事が忙しい。

1 
4 5. 7 

I 家庭の理罪がない。

I 
0. 2 

職場の理解が瓢。

I 隣近疇とやかく噂する。 >:
近く匹ない。 1 2. 0 

＇ 希望する内容の怠のがない。 1 1, 1 | 
興味、閲心がないo 2 1. 1 

I Iその他 9り 5
l 

! - ---＿豆一•------- ----------------—• ----□----1 
出典 2 7 

注 質問「あ衣たがこの 1年間妃吐会教育に関する学級・.講座、通信教育左ど (re参加（受
講）したことがないのは、 どうしてですか。苓もなもの一つをOでかこんでください。」

皿ー 8 余暇活動の不参詞理由

a 文化活動 ｛ ％） 

［ 

- -.  

仕事が忙しくて時間がない。 5 5.6 

I うまい送っかけがつかめない。 1 0」 1 
周囲の理鮮が左い。 1. 0 

費規がかかりす苔る。 2.〇

近く Vこ適当な文化施設がない。 ・1 4.凶

文化的行享の開催回数が少ない。 2. 3 

その他
"i 4. 2 

言十 9 9り 9 
!- - -------- ---- -- --l 

出典 2 7 
注 質問「あなたが文化活動匠参加しないのは、姦も匹どんな理由からですか。

森も左もの一つを〇でかこんで下さい。」
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b 今後の希望（年代別） （9 ％） 
：＿＿ 

区

゜
o゚, 

゜
゜出典 4 

注 複数回答なので合計は 1fJ 0％をこえる。

m・-1 0 余暇活勁の参加率

注1. 1 9 6 7年 10月8日から 11月 4日までの 4週間匠1回以上行なった者の比率。

2 調査対象者一 15オ以上の男 11,587人、女 13.218人。在学中の人の活

動は正規の授桑以外の活動である。

a
 

b
 

地城別（専）

fじ

典

注

出 2 7 
文化活動には演象！］、音楽、舞踊、美術、文

学、映画、生活芸術（華道、茶道等）もそ

の他の芸能（落語、擾オ、謂談等）を含む。
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h 活動場所別

I 育

女

〇学校 1 3 9.彩9 

0 社会教育施設 1 2.5 

〇 文化会館・ホール・劇湯等 2 1. 1 

0 公営の競技場・体育館等 4.7 

〇職場の施設 2.8 2.6 7.0 2.5 

〇 広場•あき地 2.8 1.8 I 4.2 3.6 

0 個人住宅 2 5.3 2 6.4 1 6.7 24.5 

〇塾 0.6 1.8 

゜0 そ の 他
I 

9.6 7.3 21.6 1 8.0 

出典 2 7 

注 活動場所の合計を 10 0％にしたもの。

-58-

社会教育

男 女

彩
1 9．予19.2 

16.2 18.3 

13.2 11.1 

1.8 1. 5 

0.6 0.4 

2.4 1. 5 

3.0 2.7 

12.0 21.D 

0.6 1.9 

31. 1 22.5 
I 

1 芸術文化の活動

(I) 概説

IV 文化活動

①芸術文化活動には、芸術家による専門的活動と一般国民による活動（自ら行なう場合と

鑑賞する場合の二面がある）とがあるが、いずれも、わが国においては伝統的芸術文化と

ヨーロッパ的な芸術文化の両者にわたる幅広い分野において行なわれている。

③ 芸術文化の専門的活動は民間の芸術団体や個人に負うところがきわめて大きく、（表IV

-1)、これらの団体、個人によつて創作活動その他の公演・展示活動、地方芸術文化の

振興、青少年への芸術普及、芸術文化資料の整備、芸術文化の国際交流等の分野で、芸術

文化の普及向上を図る活動が行なわれている。

これらの活動の行なわれる場はきわめて多様であるが、国民的な行事として特箪すべき

ものに 19 4 6年から国が実施している芸術祭がある。芸術祭は、芸術家には公演発表の

機会を、国民にはすぐれた芸術鑑賞の機会を提供するため、毎年、国民の祝日である 11 

月 3日の「文化の日」をはさむ 10月 1日から 11月 15日にかけて、演劇、音楽、舞踊、

能楽、大衆芸能、民俗芸能、映画、ラジオ、・テレピ、レコード(/)10部呵につ‘て開催されている。

国は、芸術家の活動を援助するため、種々の施策を講じているが、その主なものには、

芸術文化団体の活動を促進するための団体補助金の交付、優秀映画の製作促進のための奨

励金の交・付、新進芸術家を国費で海外へ派遣し1年間研修させる芸術家在外研修員制度の

実施、作家の創作意欲を高めるための新人の優秀美術作品の買上制度の実施などがあり、

また上記の芸術祭についても内容の充実をはかるための費用を負担している。

⑧ 一般国民が芸術文化のそれぞれの分野でどのような活動をしているかは、

正確に把握することは困難であるが、一般に美術と音楽の分野での参加率が高く、女性

では華道、茶道等の生活芸術の参加率が高いようである。また、鑑賞人口の推移をみ・ると、

音楽の観客は増加しているが、演劇については減少の傾向を示している （表IV-2、IV

-3)。とくに映画観客の減少が目立つが、それでも 19.7 0年には2億5千万人の人が映

画をみており（これは国民 1人当り 2.5回になる）、総数では他の分野の鑑賞人口をはる

かに上まわっている （表IV-1 -b)。

ひろく国民にすぐれた芸術文化を鑑賞する機会を提供するため、国が謂じている施策の

主なものには、舞台芸術の分野ではすぐれた音楽、演劇等の舞台芸術を全国各地で巡回公

演して青少年に無科で鑑賞させる青少年芸術劇場、すぺての国民が低廉な料金ですぐれ

た舞台芸術を鑑賞できるよう、全国 5か所において歌舞伎、オペラ、演劇等数種目の舞台

芸術と各地方の民俗芸能の公演を集中的に行なうとともに、これら中央舞台芸術のその往

還途上における他の地方においても巡回公演を行なう移動芸術祭があり、美術の分野では、
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と、
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わが近代の代表作家の秀作のなかから舷画、彫刻、エ声等約90点を選んて巡回展示する

地方巡回名作羮術展、中央の美術界の各会派の団体展の受賞作品を地方忙巡回展示する現

代美術選抜展などがある。

芸術文化の鑑賞を目的として結成された民間団体も数多くあるが、そのをか忙は全国的

左組織をもつもの心いくつかある。それらは、団体の性格、内部組瓢会費の額等は様々

であるがいずれも全国各地如支部粗織をもち、会員忙音楽、演磨り、映画等を鑑賞させるた

めの取業を行なつている。また、各地の劇場、美術館等について慮観客による「友の会」

的組紙が結成されている例が多い。

④ 国の文化行政機棉は後述のとおりであるか、近年℃都道府県の文化行政機構も整価され、

それ匹応じて、地方における芸術文化活励も活発となってきている。

多くの県て闘1紐されている地方の芸術築は、その地方の主要な芸術行坦である。この芸

術祭を中心応音楽、演劇、美術、文芸、民俗芸能等の諸分野にわたる活動が行なわれて

いるが、民間の芸術文化団体に負うところが大きいのは国の場合と同緑であり、と〈 1:

近年、県下の文化団体を構成員とする総合文化団体か結成されつつあるのが特徴的である。

1 9, 6 8年文化庁発足以来、地方芸術文化振興はその施策の重要な柱の一つてあり、都

道府県の主催する芸術文化事業に要する費用の一部を国袈で補助している筏か、地方公共

団体の設置するホールや美術展示場を有する文化施設の魏設費の固廊袖助等の施策を進め

ている。

⑤ すぐれた芸術家の1夏遇顕彰のため閲が実施している制度の主なものとしては、R文化、

学術忙関しもつと忠価値の高い文化勲章，文化功労者の制度や一般の勲章、褒章等の制度、

R芸術上の功績顕奢な芸術家を優遇するための栄誉機関である日本芸術院の会員への任命、

芸術院賞の授与、◎演肛恥映画、音楽、舞踊1 文学、美術、古典芸術、放送、

，評論等の 10部門について年闇匹すぐれた業績をあげた者に文部大臣賞、文部大臣新人賞

を授与する芸術選奨等かある。きた、，国の実施している顕彰制罠の好かにも、県や市で

実施している地方的な顕彰制度が多くみられる。民間の団体によつても、著名左芸術家を

記念するための賞等、多数の顕彰事業が翠が記されている。
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b 映画 (3) 個人の参加状況

IV-2 分野別入場人員 （単位：千人）

ぐ，＇注：日本映画製作者連盟調べ 注：国税庁調ペ

c 生活文化（茶道、華道） （1 9 7 1年）

IV-3 分野別文化活動参加率

注：文化庁調べ

d 国民娯楽（囲碁、将棋） （1 9 7 1年）

竺＿＿g+叩竪叫竺段者竺[—-—-］［ニニロニ＝―/―／--•一
囲 碁 400 !130,000 I 1．囲碁の専門棋士数には地方棋士 10 0人を含む。

―□□――了戸|40,ooo| 2．このIまか日本連珠社に属する連珠の専門家440人がいる。

I •一
注：文化庁調ペ 注 1. 1 9 ;S 7年 1D月8日から 11月4日までの 4週間に文化活動に参加した者の比

e 大衆芸能 (19 7 1年）
率は、男 11, 5 8 7人の 13.4%、女 13, 2 1 8人の 19. 5％であるが（出典27) 

その内訳を分野別に％で示したものである。

王一分竺竺竺＿．I＿竺竺＿L

臼□□嘉］
備 考 2. 同一人が 2つ以上の分野の活動に参加している場合があるので、合計は 10 0 % 

をこえる。

3. 参加とは、自ら行なう場合と鑑賞の場合の両方を含む。

4. 美術には書道を含む。

5．．生活芸術とは、華道、茶道、盆裁、菊花である。

注：文化庁調ペ
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履

IV-4 テレビ・ラジオの視聴•読書の分野別状況
― ~—•一ー・..『― ―-- -•- -• .つ----ロ--

男 女
r・ •--—· •一••.. -・ ••一ー•一•一ー·-]--・―――--—-—-..-..-----• 

区 分 1視聴または読書1時 間 [I視聴または読書 r
をした者の比率 をした者の比率

. 1時 間

ーロー—―••一ー：I—•---]〗；ー＿ 1.這36分ー―I_．--；五了― 4時 00 分

プレl：歌謡曲を除く： I 2 > I : 2 3 : 6 1 3 5 .: 2 ! : ： 
映画 60. 51  4. 4 2 6 1. 5 | 5. 1 2 

ビ
通

I 
信 I

• 1高校・大学講座， 1 
2.5 1 I 2. 2 4 !I. 1.7 I 2. 3 6 

ラ 1農林業技、：術 5.0 • 1 1. 4 8 r 1. 5 I 1. 4 2 

！経営・商業技術| ．  
3. 1 1 1. 4 8 |。.5 1 1. 3 6 

ジ上 2欄以外の職

I業 技術技能 I 3.2 : 2. □ 6 II _ 1. 4 I 3. 2 4 

ォ＇医事・育児・家庭
料理・家政なと

I 4.2 I 1. 4 2 11 2 6. 6 I 2. 2 4 

I語学

! 4.2 1 1. 4 2 II 

:-|：ロ-—t-ltti~-1ー：：：6: 
！教養書 1 5.2 i 5. 0 6. ::. 1 1. 8 j 5. 3 6 

----------•ー・9 • ＿ i -- よ-- ． ---•一―
出典 2 7 

注： 1 9 6 7年 10月8日（日）～ 10月 14日（土）の 1週間に 1回以上テレビをみ

たり、ラジオを聞いたもの及び30分以上読書をしたものの割合及びその時間である。

IV-5 文化活動についての興味•関心の方向、今後の活動希望

,4 

• 出典 2 7 

注： 区分欄に掲げているもののうちから最高三つまで選ばぜた結果である。
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2 社会敬育の活動

11) 概説

① わが国の社会教育の推進にあたっては、つぎのとおり、指導者、施設および事業の三点に

重点を置いている。＇

ア）指導者の養成 民間指導者（団体関係指導者、施設関係指導者、各種集会における指

＇導者等）

行政関係職員（社会教育主事、公民館の主事、図書館の司書、博物館

の学芸員等） 9
 

イ）施設の整備 専ら社会教育活動を目的とするもの（公民館、図書館、博物館、青年

の家、視聴覚ライブラリー等）

・．． 9.： 社会教育の推進に事実上役立つているもの（学校教育施設、職業訓練

施設、厚生施設等）

ゥ）事業の推進 内容（教養の向上、情操の陶や、体育・レクリエージョン、家庭教育、

職業に関する知識・技術等）

方法（個人学習の促進、集会学習の拡充、集団学習の拡充、学習媒体

の活用等）

団体（構成員の学習・向上に重点を装くもの、対外的社会教育活動に
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重点をおくもの等）

R わが国の社会教育は、教育基本法および社会教育法如よつてその基本が定められている

が、社会教育法によると社会教育とは、学校教育に基づ意学校の教育陳程として行なわれ

る教育活動を除き、主として青少年およひ成人忙対して行なわれる組織的な教育活動とさ

れている。

⑧ 1 9 7 1年4月30日、文部大臣の諮沿賊関てある社会教育審誤会は「急檄な社会椙造

の変化に対処する社会教育のあり方について」の答申を文部大臣忙対して行なった。この

答申は、生涯教宵の必要性、その中での社会教育の果たすべき役割、社会教育と社会教育

行政との区分の明確化冷国地方公共団体相互の役割の明確化等多くの嚢重な提言をして

いる。

④ 国、地方公共団体は，ひとびとの自発的な学習意欲忙基づいて行なわれる社会教育を促

進長助して、てきるだけ多くの人の教宵的要求を満足させ、個人の幸褐と社会の発展を

図っている。

⑤ 今日の社会教育は、都市化、高学歴化、工業化、情報化などのさまさまな社会的条件の

変化に対応するため、主た、生涯教育の要眈からさより豊富な内容、より高度左内容をも

ったものへと移行しつつあり、また、視聰覚器杭の積極的導入利刷fこついて息今後ますま

す広がつてゆ〈すうせい忙ある。

(2) 各種の活動

下記の急のの既か、青少年団体指導者研修、新就職者研修、宵年婦人国内研修、涯業開発

青年隊、佼庭開放など多方面1疋わたる活動か行なわれている。

また、社会教育は、民間団体の自主的活動に期待するとこるが大きいが、代表的なものと

しては、 PTAが約45, 0 0 0団体で会員 17, 0 0 0千人、地域婦人団体が 45, 8 9 3団体で

会員 11, 0 8 i千八青少年団体が 24団体て 11, 2 7 0千人となっている。

次i(このべる具体的活動のうち、学級・諮座を利用する者か大巾に減少している点が注目さ

れるが、これは進学率の向上、都市化の進行など忙よる筏か、学習棺去、横会の多様化、増加

I疋よるものご芦て、社会教育活動の後退とは考えられていない。

① 社会教育関係の学級・講座

地方公共団体が、地域住民匹対し、実際生活上のあるいす職業上の知識、技能などを習得

させるとともに、一般教養を向上させることを目的として開設する学級情欝座は℃つ蓉の

と袋りである。
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② 大学関放講座

大学の専門的 e 総合的た教育根能を社会教育面に活用い社会人に対して生活上、職業

上の専門的知識。技能森よび一般教養を身につける機会を提供するために次学が開設する

帯座をいう。

これ陀は、文部省が財政的支持をしているものと、そうでないものとの二通 hがあり i

1 9、&9年の調査忙よると、 1 7 3大学で 55 9 :::Iースが開設され、その受謂者は、

5 4, 3 6 3人であった。

W-7 文部省委嘱大学開放誇座（国公立大学）
··-----·-···~------·----··-

区分 I1° 62 | 1 9 66 7 1 9 72 
--・----------・・・---・------

実施大学数 2.5 （106) ! 33 c1・11) I 43 (110) 

コース数 1 27 55 75 

受諮者数（千人） i 

一 □丁文部1省ネ王三` ロ`ロニ日［三三三乙
-6 6- -6 7-



③ 文部省認定社会通信教育

日常生活に必要な知識・技能、職業生活に必要な事務的あるいは技術的な知識。技能を

郵便という通信手段を用いて広く国民忙提供する社会通信教育は、さまさ急な内容を心つ

て行なわれているが、このうち、社会教育上奨励すへ巷ものを、文部大臣が認定して国民

の利用の便忙供している。

"-8 認定コース数・受講者数

—ー・····-—-- ・-・~ ←-- -----．ー・ ••r·· -- --- ----・ • •一···--···一

区分 |1 9 6 1 1 1 9 6 5 1 9 7 0 
•-—--• -- - ～ー・--・ -----• ・-----・ ---4 •ー・一·―--・・ • ・ • [.. -··—••一•---~——· •ー・

認定コース数 57. I 96 I 1 n  

年問受諮者数（千人） - | 5 5 5 I 1, 2 0 8 
-----• -—• ---・”・ •... --------—----• • •一...一..... !..•一•--- - ---l - ----．-

注：文部省社会教育局調べ

④ 文部省認定技能審査

文部大臣は、青少年および成人の学習意欲を増進し、知職・技能の向上に賣するため、

これらの者か習得した知識・技能についてその水準を審査し、証明する事業のうち、社会

教育上奨励すべきものを認定している。

IV -9 認定種目数、志願者数、合格者数

9 -- -争--- --- ～ ---• -．-- ~—• -—• -・ •-·-·-

分 1 1 9 60 ] 区 1965 I 1910 
- --- ' -- - - - • ---• ••一 ・ー • →一9• •一

認 定稲目数 ＼ I 5 1 5 

志願者数 （千人） ｝ 該当なし I 141 I soo 

合格者数 （千人） I．） | 7 7 | 4 7 4 
•—· _ ＿ --・ ー・―-• 一•--• ---—·----＿ • • -- • •• -_・ 

注．：文部省社会敦育局詞ベ

~i 

IV --1 D 戦業訓諫。職糧認訓純生数

- ---”. -•一• -•-- - --- --- -

―-—区----—--•＿乞 ＿―＿_|_＿．-•_1_？・一色り―- --［~-~T:ロ------1 9 7-ビ--
施設 数 I 3 2 3 

業公

訓共 I耽種数 | 1, 2 0 1 「
----—+-------·-- --• I•----3__互]--[--- ：竺．＿＿一

I 
1, 9 6 7 I 2, 4 1 7 竺三□ーニー□三---「口／i~ーニ――□-1万ーーニ

I施設 数
ー．．．．．

| tIII線生数（千人） i 

- - - -1 - 8 / 4 [-- 1, [-2-0-•- --I --• •[ i-？ 8 ---

I 
0 2 8 0,  9 0 

--——• --------- ---—••ー・•--------.-------•--·--· ---—-•--- •—·--•一•-.. ----—+---- •—----• •一•一
訓練生響！ （千A) I 

f 
'119 ¥ 201 ! 220 

~----··一·--- --・ - • — "---·--一一—ー・ ' •一-―-• ー・・ •一

出典 3 5 

注：一部労働省戟業訓練局調べ

(3) 社会数育活勁への関心

N-I 1 。関心の方向

⑤ 職業訓練

職業訓練は、労働者に対して必要な技能を習得、向上させる目的て行なわれている。職

業訓練法に基づく公共職業訓練蕊よび認定職業訓緑が、大音な役割を乗たして茶り、労勘

省の監督のもとに行なわれている。

----------「―---------r------•--

区分 男・女
ー・ ・—‘ • -• --• --- - --• -•一—---- -
習年学級 65、1% i 5 9. 7 % 

成 A、学校
、 1

5 9. 5 ! 5 2, 5 

老人学校 I 3□.6 I 3□.2 
婦人 学校 l 6 9. 8 1 8 0. 9 

家庭教脊学級 I 3 0, 7 I 5 5. 5 

学校閑放謂座 i 3 7. 4 月 3 0, 5 

社会通信訳座 1 4 5 8 1• 5 8 5 
． ー 一ー＿．．ー•_. ----．．一．・ ••一•~ ••一---•ー•--• 一•--..-• •一

出典 2 7 ・ 

注 1． 調査対象者 27,356人

2, 「あなたは、あ左たの住んでいる市町村の公民館、図書館、 t専物館、学校を

とで、次の名まえの学級や講底か抒なわれていることを知つてい逹すか。また、

民間の団体などにより社会通信数育が行なわれていることを知つていますか。」

と質問し、知つていると答えた者の比率てある。

-6 8- -6 9-



N-1 2 社会教育r（関する学級、講座などでの希望内容

------—-----------• ----------• I ・ ← •一ーー•9 - - -. - --

区分］男 女
ユ•- -- -

教養を高めるためのもの
・----------［二三―--『三―□:%_--

I 
鴫社会ゞ政治問瓢関するもの 2 2. 4 I . 4. s 

趣味を伸ばす忍の 1 7. 7 I 1 9. 6 

生活改善忙役立つもの 1 8. 7 2 1. 5 

職業匹役立つもの 1 9. 3 I 4. s 

家庭教育匹必要なもの I 6. 7 I . 2 4. 1 

°・ 8 そ の 他 l 6. 0 '  • -—-. ---- ••• ・ - - ~ -→. ----. —` ― 今ー•--- ·—-•• -・ 

出典 2 7 

注：詞査対象者 2 7, 3 5 6人

3 体育。スポー＇ツ。レクリエーション活動

Ii) 翫説

わが国に芸ける体育・スポー｀ジは、これ支で主として学校中心V(発展い社会妃沿ける体

育・スポーツ活動はどちらかといえば貧弱であった。しかし、最近に雰ける視械文明の発達

忙よる生活様式の変化や生活に苓ける時間的、経済的ゆとりの上昇は、人々の生活に森ける

身体活動への微求を著しく高めてきている。

国としては、このような国民のスポーツ欲求に対処するため、 19 6 1年忙は「スポーツ

振興法」を制定するとともに、「体育の日」の制度化や国民体育大会の開儀．、市町村i疋茶け

る社会体育振興の中心的指導者としての「体育指苓委員」（市町村教育委員会の非常勤公務

員）の制度化、地域忙ぶける体育。スポーツ施設の整備基準の作成など

じ、社会体育の普及・振興に努力している。

(2) 国民の参加する主なスポーツ活動

国民の参加テる主なスポーツ活動の年次別推移をみると表w-1 5に示すとおりである。

この 15年の間に国民のス咽ーソ参加は約 4倍忙増加して森り、活動の内容は多様化してき

ている。とくに軽いスボーツや野外スポーツヘの参加の傾向が茉しく、種目では、ホウリン・

グ、体操、釣、スキー、ゴJi,,フなどが瑠加する傾向忙ある。

な均、この殴かにわが国における伝統的なスポーツとしてt 柔道、剣道、弓道、すもう、

空手などもかなりさかんに行なわれている。

-7 0-

lY-1 3 国民の参加する主なスポーツ活勁の推移 CI年間） （％） 

-／ ~-1-／ 

ノ:トミジ・トン'
＇，羽根の打合いと＼｛｛羽根の打合いと〗
I＼いつしよ仮- )i＼いつしよ忙 I 

2 

＿―・｀三旦~--1 t I',; I—— i l―三
野スキー 1 1 1 4 5 6 

外スケート 1 1 4 , 4 4 

ス翌 山 I X I 6 ! 5 

沢ハイキンダ I ; I 
) 1 2 .  9 ! ？ 

！キャンプ I X 5 5 1 3 

ツゴ炉 7 I X i 1 i 2 1.. 4 

矛イクリンタ‘ l x 
釣 X ! : l : I.1] 

――了Itti:'1'-［五言っ―←---1--ーミ=-5言-·-··ーテ万言ー・----•-----C5ー＝ピ＝ー→万下
- - -- - 1 ----------I----- ニ-----

出典 3 6 

注 1・ X印はその年度の調査内容としてとりあげられていない。

2 胴査対象J＼員 5,0 0 0人

ふ 1人で 1種目以上のスポーツに参加する場合があるので合計は ・1O O％をこえる。

-71-



1a) 旅行。行楽

1年間に泊りがけの旅行をした心の応 1,9 6 6年忙は 59. 7%、 5年後の 19 7 1年1尼

は6t5%、乎均実施回数2.1回となつており、最近増加する扱運にある。

旅行に行った回数を地域別、性。年令別、戦業別如みると表w-1 4に示すとおりである。

地域別では都市1疋居住するものの旅行実施率が高く、性別では一般に女子よりも男子の実施率

が高く、 9年令ては男女とも 20オ代の実施率が最も高い。職業別では、主婦、農林漁薬従事

者の実施率が低く、それに反して、事務的職業従拳者の旅行実施率が高くなつている。

旅行の目的忙ついてみると、表lV-1 5忙示すように、地域別ては都市地域に生活する者

は観光、休養スポ＿ツ、知人や親せきの訪問などを目的とする旅行が多く、農村地域では

観光・，温泉旅行が多い。性別では、一般1i[男子は観光、温泉旅行が多いが、女子は帰郷、知

人、親せき訪間が多くなつて装り、年令別では＼若いものは男女とも観光、ヌポーツを目的と

する旅行が多く、高年令者層では観光、温泉旅行が多くたつている。

な恥 1年間忙おける疇りの行楽について忍、一舷に旅行と同じ傾向であるが、その実施

率は約 7瓢乎均回数 3.8回となつて森り、旅行より恣行楽の実施率の方が高くなつている。

(4) スポーツの組織

① 全国的なスポーツ組織と地域ス 7ドーツ組織

わが国のアマチュアスポーツ組紋（日本体育協会）は、全固レ・ベルでは．, I O C（疋直結

ずる日本オリンピッタ委員会と国民総スポーツの普及発展をめざす組織檄梢匹大きく分か

れている。国民総スずーツの普及発展に結びつ（日本体育協会の組織は、 37の競技別種目

協会と 47の都道府県体育励会侭よつて構成されて森 IJ、鮫技別種目団体は万それそれの都

道府県競技団体忙よつて構成されているo都道府県体育協会は、都道府県競技団体と市町村

体育協会匠よつて構成されて投り、市町村体育協会は、各市町村の種目別競技団体と地域

（区）スポーツ団体1疋よつて構成されている。

市町村体育協会の設置状況は、市ては99. 5%、町 78, 5 %、村 62, 0%、全体では 78,7

％となつている。

な苓、このぽかに、日本レクリエージヨン協会、日本ユースポステル協会、全日本なぎな

た連盟、全日本ボウリング協会、日本サイクリング函会たどの組織が結成されて苓り、それ

ぞれかなり活発な活動が展開されている。

IV -・1 4 泊りがけの旅行 (19 7 I年） （％） 
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注：調査対象人員 3, 0 0 0人
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旅行の目的 (19 7 1年） （％） 

-- - ． ．,  •一

¥、` ＼、. 1 観湿 ス・登帰訪休趣そ不

類
ヽ
｀‘¥旅行の目的 I光 泉 ポス山

味
＼ I , キな ． の

1旅旅 I1ど 研
別 ¥ ¥ 、 1 行 行ッ。郷問養究他明

—•—-—• 9 - - -- "- -

＇ 東京都区 I4 0. O ・ 2 1. 9 2 6:3 1 2. 5 2 3. 1 2 7. 5 5. 0. 1. 9 

地i9 大市 49. 1 1 5. 5 1 9. 9 2 2. 6 -1 8. 6 1 2. 4 5. S. 1. 8 0. 4 

！人ロ -10万以上の市 4 9. 2 2 2. 2 1 2. 8 1 6. 4 1 7. 1 1 0.7 7. 8 3. 8 0, 2 

域1人口 10万未満の市 5 0. 0 2 5. 3 1 5. 9 . 9. 1 1 Z.、9 1 2,;' 5.7 4.4 0,3 
I 

」町 I 旦」 58,5 2 5̀ 3 9、5 7. 5 1 7. 0 1 0. 4 4,0 2, 0 0. 3 
-----·-~----一··------·ー·_ ＿ ＿ _＿”―ウ——·--• - ・ -、-- -• 

i 2 0 ~ 2 4オ 、62. 6 8. 8 3 9, 6 7. 7 1 1. 0 8. 8 1 6. 5 1. 1 1. 1 

1 [ 2 5 ~ 2 9 4 1. 8 1 1. 4 2 9, 1 1 5. 9 1 9, 0 2 0, 5 7. 6 2. 5 
: I男 I3 O ~ 3 4 I 5 4. 0 2 5. 3 1 9. 5 1 1. 5 I 2. 6 1 2. 6.・ 5.7 3. 4 

I I I 3 5 --3 9 j 5 2. 5 I 8. 8 2 0. 0 1 6. 3 ・1 8. 8 1 3. 8. 3. 8 3. 8 

性！ j4 0 -4 4 ! 5 1. 9 2 5. 9 1 3. 6 9. 9 9. 9 1 6. O 8. 6 3. 7 

！子 145~・49、 |53. O 3 4. 8 6. -1 7. 6 1 6. 7 7. 6 1 2.1'I. 5 

。 15 0 ~ 5 4 i 6 4, 8 2 9, 6 5. 7 3. 7 2 0. 4 1 1, 1 5, 6 3, 7 

I I 5 5 ~ 5 9 I 6 4, 7 2 3, 5 - - 1 5. 7 7. 8 2. 0 1 1. 8 

年l_ ¥ 6_ oオ以上 | 5 1, 4 4 2, 1 1, 9 2, 8 1 6. 8 1 2. 1 1 1. 2 4. 7 -
t一― --• -----i -. ----—ー・一· -- •- ---．-------•一・”- -・- ・ ・・ - -- -9  - - -

i i 2 0 -2 4 i 5 7. 1 5. 4 3 9. 3.  8. 9 1 4. 3 1 6. 1 ・ 5. 4 2. 7 -・ 

| 2 5 ~ 2 9 1 4 2, 7 1 0. 9 1 8. 2 3 4, 5 2 1, 8 1 5, 6 - 2. 7 

女 I3 0 ~ 5 4 4 8. 1 1 2, 0 1 4,8 2 8, 7 2 8, 7 1 5, 7 0, 9 1, 9 

! 5 5 ~ 5 9 4 1, 9 1 4. 5 1 0, 5 1 7, 1 5 0. 5 1 1, 4 4, 8 1, 9 

令 I)4 0~ 4 4 4 1, 2 2 5 9 8. 2 1 7, 6 1 2, 9 1 6, 5 5,9 1, 2 

I子 45 --4 9 i 5 3. ・1 2 4. 7 3. 7 ・1 3. 6 1 8. 5 9. 9 4、? 1. 2 

•I I 50 ~ 5 4 I 5 0 0 3 8 5 - 3 5 2 5 5 1 5 3 5 5 

, 5 5 ~ 5 9 6 8. 2 4 5, 2 - 1 1, 4 1 1, 4 1 1. 4 

I I、60オ以上 1 5 7, 8 4 1, 9 - 4, 1 2 1. 6 1 2, 2 1, 4 8, 1 1. 4 
―”- -・ - - :·―·―•ー・・――- -• -----― -•一·・ •-• -—- • ------ --一—-一•

農林漁業|5 5, 9 5 8. 2 1. 0 - 1 8. 6 1 8 63 4.9 -

職商工サ ー ピ ス 業 l6 0, 7 3 5, 6 8.9 8。1 1 3, 3 1 1 1 5.2 4,4 

事務職 15 8, 7 1 4.6 5 2,0 9, 7 1 0, 5 1 1. 7 7, 7 2,0 

業労務戟 9 5 2。3 2 1, 5 1 5. 6 1 5, 9 1 4, 5 8_ 1 5, 0 2, 7 

I七
L- 婦 15 9, 9 1 8-81  1. 0 2, 3. 5 2 6, 1 1 7, 5 1. 8 2, 3 -

=- -- •-—. ---．--------ニ---＝--ニ---- -• -―--＝==---- --- - --・----
総数 15 0, 6 2 1, 9 1 5,3 1 5, 1 1 8, 2 1 2, 9 6, 1 5、1 0, 3 

←---- - - - -• ・- - ·、•・← ← 
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注 t 回答は重複回答であるので、 10 0％をこえる c

2. 調査対象人員 3, 0 0 0人
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② 地域人口に対する組畿スポーツ人口の占める割合

市町村における体育。スポーツ団体は、全国で約 28, D D 0団体あり、会員数妬して約

4 2 5万人となつている。会員数の多い種目は冷軟式野球 72万人、ラジオ体操の会 28 

万人t バレーポール 22万人・，婦人パレーボール 19万人、ソフ 1叔ール 16万人、卓球

1 6万人、剣道 15万人、柔道 13万人、陵上競技 13万人などである。

市町村匹おける体育。スポーツ団体に所属している人の総数のそれぞれの市町村人口忙

対する割合（組織スボーツ人口比）は9 !V-1 7に示すよう Vi:3.. 4％以下の市町村が多

くなつている。

IV - 1 7 組織スポーツ人口比別市町村の分布
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出典

3土・
(4 ・

5 7 

市町村数の比窓1ま、全市町村のうちスポーツ組織のある市町村数の比率を、地域人

ロに対する比率は市町村1疋装ける組織スポーツ人口の比率を示す。

4 印刷出版。マスメデイアの普及とその利朋

II) 概説

雹籍、椎誌、新聞の分野では、発行される最は菩年着実肛伸びて苓り、新問の普及率が 1

部当り 5人以下忙左るなど、この面での国民への普及は進んでいる （表IV-20)。

左坂、新聞社は、新開発行挙業の鐙か、美術展、音楽会等の文化活動を積極的忙行なって

いる。

放送部門では特殊法人日本放送協会 (19 2 5年から放送開始）と民間放送各社 (1951

年から放送関始） irc.よつてテレビ，ラジオの放送が行なわれているが、その普及率はテレピて

ラジオとぶきわめて高く、とくにテレビは放送開始以来急速忙普及し 19 7 0年忙は94.8 

％の晋及率を示している （表N-2 3)。

レコードや音楽テープの生産景も近年急速に伸び℃テレビ t ラジオとならんて国民の日営

生活1疋定藩していることを示している （表．-2 7、IV-29)。

（2) 書籍、雑誌、新聞
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w -1 9 雑 誌 発行 部数

ー、 9 - - -

分「＿1――〗［二9＿J ---」97ミ―-------
発行点数発行部数発行点数発行部数（万冊） ＇ ---~ -----□＿＿＿~一•~ -～―--•一

月刊詰I1, 1 2 o I s 3,3 2 s I 1. 3 2 3 i s 4,7 9 s 

週竺三□――-I
I 

39 I 70,828 i 46 I 110,077 •—--_ 1 9 1 -- -- -

区

出典

!V-2 O 新聞発行部数。普及率

三□云―：部:二／冒1ーロ□□1一ーニ•::— 

普及率 (1部当り人口） 5，8 9 5. 3 4 _| 2, 9 5 
・ •一

出典

注：

N-, 2 1 

5 8 

3 9 

発行部数は、朝。夕刊セッドを 1部として計算した。

出版社、新聞。通信社、書籍・難詰小売店数 (19 7 D年）

-—- ---—會＂• -一
出版社（雑誌社を含ピこ I 三:ニ
新関・通信社 1 1 8 

書籍・雑睦小売店
-------［_．----

I s, 1 3 3 
←-- --→--- ---

出典

5ヽ
を
ダ
~
3
9

紆
姜
~
~
、
ミt

(8) 放送

① 日本放送協会 (NHIこ）

IV-22 NHK放送時間（一日平均）

-----------・ -----・99 -------•,..· ---9 ------• ---9----～― ‘7 -----------・ 9 
'' 区 I 

---1―̀ -̀--:~_: 一し：―ーピ9-「---~ •一 i:J_~--~ 
分 i 1966 I 1970 

I総放送時間」］ 8 0時届11•一1•-8i贔
—• - -—•• 9- -~,.. --・ ---•-- -・ • 

I I報道 9 3 4 4 % 3 6. 5 % 
rl」

T 
プ，部門別放送時間の比！

I率

| 1 教育 1 ,. 1 1 9 4 

1 教養 ！ 32.S I 35.4 

／該育了＿1爺〗閂I.-6>l-]8 : 6 間

――| -------1 教＿賛--」二三・--［二竺＿—-一
第 1曲ょひ第 2放送 1総放送時間 1 3 7. 6時間 |3 7. 6時間
ピ，一―---―- -

i報道| 2 5 6% 「
I 

2 5. 4 % 

II I教育 I3 1. 9 I 
I 

4 0. I 

二,、 I l敦養 i27, 6 1 21. 2 

l I娯楽 I 1 4. 9 i, 3. 1 
1 - -・―, ＂--.， -9・ 9-------i -..-—•—---: ;:—• ●—・ト·-・ .― -• -—•--.9----

---ジ！ F M 放 i;]怠放送時聞
I 

[ 1 8, 0時間 ！1 8. 0時闇

I 
← -̀ 9 --. ---”__．---------9 - - - -言--＇ 9--・ --・9------•• 

I 

I 
I報道 1 1 4 4 %「 11 3 % 

ォ I // I教育 1 、I0. 3 I 9. 5 

I I教養 1 

I 
5 0, 4'  I 5 0. 4 

I I 

1娯楽 I 24._9 I ;;:s 
----~ --—• ・ ·—-------·—·.-~- ----•------＇----------＇---. -.. --
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4 1 

NHKテし、ど普及率

--i-----／―-----------]―---------I―------
--------？-----l.---［竺こし竺竺＿—―--＿竺竺＿一---

受！契 約総数 I 1 65,6 696 1 6,860,4 72 I 22,8 1 8,5 67 -------------------t_＿---L—----------
信 1普及率（褒） 「 °9 532 948 
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a. 

討 H瓦総合テレビ祝聴率

時間帯別乎均視聴率（週平均）

（全国7~69歳の国民） （％‘） 

ー→―·—--—←•---• ---•- --•—__-- -・-• -·—•---―---・ •-- -•一· •-1 --•--•••一•------------
時間帯 I 1 9 7 1年 6月 i1 9 7 1年 11月

―-・ --- --• ---ー-•一、—--• • • 1. ・ •一•- ---・―---・一．--ー・'---•一••一•・----•一--•一--
早朝（午 前 6時～ 7時）， ! -1 2. 1 | 1 0, 9 

朝 （午前 7時～ 8時50分） I -1 s. s I 

午前（午前8時 30 ～正午） I 1 :-: 

昼 （正午～午後 1時） ， 1 2. 5 

午後（午後 1時～ 5時30分） 1. 2 . I 
夕 方 （午後 5時50分～ 7時） 3．5 1 6. o 

夜 （午後 7時～ -10時30分） I 1 a. 1 I 1 1. 4 

深夜 （午後 10時 30分~1 2時） I 1. 1 1 .1. 2 •—----・→―-------•一一→—ー ・• -．＿＿ l 

2 0. 1 

5
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ー 5 

I. 6 

出典

注

b
 

天 気

4 1 ・ 

1 ％あたりの推定視聴者数は S7万人

番組区分視聴率

（全国 7~69歳の固民） （％） ---------―-------］---------・------------ 9 - - • •一

視，聴率--- ------., --•一．—-一·

番組区分 1 1 9 7 1年6月 1 1 9 7 1年 11月
— .~--··―•一 I --—~ー・・ー・・―` • -------. ----- ----------～ •一•-

ニュース 1 ,1 9,、7

I ! 
. 1 9, ? 

1 5。-2 

I 1 8 8 1 
I I o. 2 I 
i 1 

I ―I 9. 5 
I 
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その 他 l 1 5, 1 [ 1 5. 3 
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R 民間放送

！V_2 5 民間放送会社、局数
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民間放送番組積類別放送時間の比率（平均）
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I報道 I_ 1 o. 4 I -1 1. 4 

.． 

1教 育 1 •1 1. 1 8. 4 

I教養 1 2 5 7 | 

ヒ•1~ •一茶 1 5 : : I 
I広告 1

I 
1. 1 

I 
-----i :＿＿□9 | 1 2 --l.--.0 ?--•----r報道 14. 9 1 1 2. 9 

！教育 5. 5 ， I 
， 
i教 養 1 1 7. 2 

I 

I娯楽 1 7 8 1 

！ 音楽 l52。 I
I ス点ー〉•，• I o. 8 

i広告！ 1 6 1. 1 

その他 1 o. 4 1 。.4 
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出典 4 1 

注； 1. 

2. 

1 ％あたりの推定視聴者数は 87万人

その他の番組Iては、広報番組、政治討論会等を含む。
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(4) レコード
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文化活 のための方箇設
jV-2 7 レコード生産枚数・分野別点数

ー・ ·―·一l• 一―--·—• •一· • •一•-----·

区分 T 196o I 1965 丁 1970
-- •-.._＿．．ー・...ー ・•一..―-•一......一·• ・←● ●--·一ー!--·....一••一ー· ----• ------ ．． 

総生産枚数 1 24,005,549 | 90,955,7 7 1 1 1 35,5 54,6 56 

---□I.`-T―--ロ--―I•---―五嘉―t---；：5-7-
枚数 10,496,639 I 40,sso,092 I 49,649,55.3 

--：ー盤邦盤'"I~且科／二-［＿1-三7:／＿！＿竺゜::~) 三竺［［
分野別点数 1 ポヒ江ラー 2,056 5,254T 7,1 72 

邦楽 354 I 589 I.. 1.026 
| I 

その他］ 1，4 70 : 
」

1, 5 6 5 [ 1, 8 1 8 
l • • - -• ー・ー・ー・ •• • - -

2
 

ー．．
 注 日本レコード協会調べ

日本レコード協会加盟 ・1I社の生産枚数である。

（単位：千円）

- -——| ----

区分 |1965 I ・1910 

-｀―---直―-1--•-26―`：: -----i三―57E—— 

-9ー 入―-l4三□--1二三竺．二二
注：

IV-2 8 レコード輸出入属

日本レコード協会調べ

音楽テープ生産量

-- --～ -・̀ -- - ~ 

----1こ竺 _-J口二？ー竺----[---1□□-----
-,240,旦]----'--- 15,21 王竺ご＿＿ー」---2―~:~__ 2.! 竺こ•一·-

!V -2 9 （巻）

1 文化方薔設

fl) 概説

わが国の文化施骰には、国が設置する心のは少なく、地方公共団体や民間が設置している

；ものが多いが、後者の主なものとしては多目的ホールをもつ公私立の文化会館、映両館で應1J

場、風土記の丘、地方歴史民俗資料館、文化財収蔵庫などがある （表V--1)。

文化会錮の多くは地方公共団体によって設置されているが、「市民会朗」という名称のも

のもある。公立文化会館は、地域の住民Ir(音楽、演尿加美術等の鑑賞あるいは自ら行なう活

動の塙恋提供するいので、近年その逹設は急速化逃められs人口 10万以上の市のうちの76

％かこの種の施設を有している。文化庁も毎年公立文化会館の建設贅補助金を支出し、その

建設を促進している。

映画館と判場はいずれむ民間の経営によ る場合が多いが、映画館の数は減少の頷向を示し

ている。

風土記の丘は、文化財が築中して所在し・，その地方の雁史的、風土的特性を形成している

地城の広域保存をはかるため、都道府県いって設置が進められているもので、古墳、城跡

左どの遺跡の竪備、資料館の建設等紅よつて、遠跡や資料の一体的保存と普及がはかられて

いる。

地方歴史民俗資料館は、歴史・民俗資料を総合的1疋保存・活用し、郷土の歴史、文化の理

解匠資するため、地方公共団体によつて設置されている心のである。これは前記の風土記の

丘ととも忙近年に左つて固の補助I'こより各地で建設されるようになった施設である。

美術贔民俗資料、出土品左どの文化財は、国。公。私立の博物館で保存されている筏か¥

地方公共団（本や社寺がとくに文化財を良好な状態で保存管理するための施設として、国の補

助を受けて設置した文化財収蔵庫に保存するよう vcなっている。

祖た、歌舞伎、文楽等の伝統芸能の保存振興をはかるための特殊法人国立劇場があり、伝

統芸能の応漬、伝承者の養成等の慕業を行左つている。

(2) 文化施設数等

注： 音楽テープ協議会調べ~
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V-1 種類別文化施設数

------ --1---――|―、l--------・―----------
区分 i1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 儲ギ

I 
ヽ—- --- -- --------一---•--·-_____________, _________ ----—• ------・--・・ ------一←ー(---．----- --------・ --

公立文化会館 761 1821 3061500席以上の規慎のもののみ

映画舘 i7,457 14,64913,2461 

劇 場 ― - 3 7 5 映画館を除く

風土記の丘 o I o 

二ローニ—-、1こ口ニ三＿ー[-l＿竺＿:—―-----~-
出典劇場 16 劇場以外文化庁調べ
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2 社会敬育施設

［！）概説

社会教育のための施設としては、公民誼（社会教育上もつとも重要な施設の一つであり、

住民のたよ事実際生活に即する教育、文化に関する各種の事業を行なうこと忙より、住民の

教養の向上、健康の増進、情操の純化を図り、生活文化の振興、社会福祉の培進1て寄与する

ことを目的と一‘’:t.;&o)、図臀飽、縛物館、→青少年教育施殷、ユースホステル（表V-5 ~ 8) 

の筏か、婦人教育施認祝聴覚，→ィブラリー、勤労胄少年ホー→戦業訓練所などがあるが、

これらの利用者は、施設の増犀内容の充実如伴つて増加している。

(2) 施設数，利用状況

V-3 2 戻f
f
糾

8

乳

V -2 

a、

公立文化会館の利用状況 (19 6 7年）

利用回数、入場者数

ー ・

1施設の年間平均利用回数--- --］ 1 8 6 回
→ ・ ← 

1施設の年間乎均入場者数 I I 7 8, 6 5 8 人 、—~—-- -—• ------_ 1 --- - ---- ~ --~”-~— 
催物 1回当り平均入場者数 9 6、 1 人-—---- ------―--·L~ ・ ------—-- 出典

T-•..- -
'1  9 7 1 

-I —ー・ー9- -^ ～-. --』-• ---・ •一し

I 1 : 9 : ／ : 9 

l ---」三--~
5 4 

出典 4 2 

E
 

分野別利用状況比率

---•一—←.------「―---------．----
区分・ 割合

---・・ •- •一
洋楽 17. 9 9 % 

歌謡．‘ヨー [ 1 Q. 6 9 

演 ・劇 I 9. 5 9 
文化闊演 I .• 8. 0 0 

映画 5.8 4 

邦楽｀邦舞 4. 7 1 

洋舞 2.2 2 

民 俗 舞 踊 1. 7 4 

落語 c 講談 t 7 2 

能・狂言¥文楽 0. 5 0 

そ の他 1 57. 2 0 
・ --計し 100. o o 

出典 4 2 

注：民謡は、邦楽に含まれている。

V-4 図 書 誼

―-~- -- ~ ― •••----- ．．ーニ＿一ー __ _:__ __ ~_ --― 
区 分「 19 6 0 --了 19 63 「 19 7 1 ----7―------- - --| -- --•-----•• ----~—~ -----・_」．--------------·—• 
公立館数 i 7 0 6 

館 1 I 7 7 6 1 8 8 1 

1設置率 c%) I 
数

1 5.6 / I 7. 3 、

I法人立館数| 36 --―ゴ――---~-----------. ~—^—-- -L.--＿竺・―--------•3 : -
者利 1全 国（千人） I 2 1,09 7 1 
数叫 I飼当たり（千人）

, 2 2, 1 7 6 1 27, 6 0 0 

-- -r --- - --- ----_ ＿言-”-- 2, 1 2 7 ; 3 0 

亨I全
------~”~—-,-- ----------••—-- --―．雪―--一▲ー•---------●”-

圭
存ヨ 9 

国 （ 冊 ） t1 5,2 7 6,8 5 § 1 8,8 8 6, 1 3 7 5 0,6 4 7, 8 9 9 
l 

数 Ii館当たり（冊）
I ----------—-J__--;_o：竺9 --L＿三色／」—-―-—-三竺ど＿

出典

2 0. 4 

3 4 

-3 5-



V-5 博物館数

｀：口□—□ ”4: ：0
歴 史 I/, 6 8 7 5 

美 術・ II 、 5 1 5 6 

種 I~ 外物 I/ 園 2: 2 : 
植物園 1 5 1 9 

I 
-'-

3 1 I ・ 3 1 

V-7 青少年教育施設

1 9 7 1 

5 6 

4 8 

9 7 

8 5 

'4 

, 9 .  2 6 

11 8 

6 

3 5 

3 4 5 

3,0 ... 
1 6 4 

1 8 1 

9
言
―
―
―
―-'
\
i

月
湘
~
＇
ー
，
，
＇
！
i．
外
t
.
‘
,
;
ィ\
-
t
-
+
1
,
L
や
ぷ
常
俎
宅
肝
令
？
ざ
れ

?
P
r

-- 1 

1 9 7 0 

7 

7 7 6 

1 7 5 

1; 8 8 9 
.. 

2 8 
-' 

--'・  • 4 •一••

注 ： 文部省調ペ

V-8. ユースホステ Jレ

ー ・

区，分

施・ [ 

宿泊者数 （千人）

出典 3 4 注 日本ユースホステル協会調べ

V-6 博物館利用状況

（単位：千人）

ニニエ□三 □工．総合博物館 3, 0 1 1 

注 1. 日本博物館協会調べ (19 7 1年4月から 19 7 2年5月までの利用者）

2. 日本博物館協会に報告のあった館のみの集計で、利用者総数より少ない。

3 体育・スポーツ・レクリエーション施設'

(1) 概説

① わが国の体育・スポーツ施設は、学校体育施設も含めて公私とも約 15万ある。これら

の施設を設置者別にみると、学校体育施設が約 70%、公共社会体育施設7%、事業所の

施設 16%、民間の非営利施設 2%、営利施設3.％となつており、公共社会体育施設の立

ちおくれが著しい。

R 国としては、現在公共社会体育施設の整備に重点をおき、施設の整備基準を示すととも

に、公共社会体育施設の整備に必要な経費の一部(+)を国が補助している。

⑧ 施設は一般に都市につくられており、施設数の多いのは連動広場が 39;704か所、体

育館 25,8 4 8、バレーボール場 13, 5 8 2、水泳プール13, 5 1: 1、庭球場 12, 1 4 6、

卓球場6,7 6 3、野球場 4,58 7などである。

④ 以上の筏かに、わが国の伝統的なスポーツ施設として、すもう場2,89 2、柔道場2,622

剣道場 1,5 3'7、柔剣道場 1,245、弓道場 1,7 9 8などがある。

-86-
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（2) 体育。スポーツ施設

①社会体育施設

公共社会体育施設の整備状況と民間スポーツ施設の現状は、表V-9のとおりである。

表V~9 忙示すように、公共社会施設の整備は、ここ数年急速に整備されつつあり、と

くに体育饂プーJレ、運動広場などのスポーツ施設と、スキー場、キヤンプ場などの野外

活動施設の整備が著しい。

事業所施設が多いのは、野球場、運動広場S バレーポールコート、テニスコーい卓球

攀海の家、山の家などであり、営利施設で多いのは、’ドウリング場℃卓球場、プ-Jレ、

キャンプ場、ゴルフ場左どをあげるととができる。

V-・ 9 公共社会体育施股の整備状況と民間スポーツ施殷

柔剣道場 x x 1 9 1 - | 2 5'•2,, 1. 5 8 ; 8 

弓道場 1 71 1 20 279 (593),1 560, 225 | 40 

卓球場 1 X 1 0 4 7 - II 3,9 1 5 1 5 5 5 8 1’ 

ボウリンゲ坪Ix x ， 忍・
x ・ x !i 26 1 - 1 601 

プー Jレ

スキ＿場 X 52 1 98 (38 1) 1 56, 62 i 1 5 6 
• l 

山の家 55.＇ 7 1 85 (245) 1,0 50 : 6 1,  1 9 7 

海の家I1 41  6 26 (185) I 1,5 1 2 i 3 5 1 75 

キ ャ ン プ場 I X 95 5 38 (5 56) 56 1 54 ' 5 51 
；、ィキングコース x x 2 4 1 - II 43 1 1 20 1 40 

9 | ＇.  9 

サイクリングコース x X '24 ・ -.. il . 7. I O j . 2 

ゴルフ 場 lx x x X II 78' 1 5 1 4 58 
--’・  ----'’.＇----＇-、•---•

出典 3 7、4 5 
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出典 4 3 

注 表中の数は該当施設数を都道府県、市、町村別1疋都道府県数、市数、町村数

で割った値である。
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(2) レクリエーシ‘ヨン施設

① 都市公園

都市公園の数と面積の伸びを示すと、表V-1 1 のと姦りであり、都市公園の最近にお~

ける整備は著しい。しかし、都市人口 1人当たりの公園面積は 2,7吋程度にすぎない。

V-1 1 都 市 公 園 の 数 と 面 積

注 1． 建設省公園緑地躾調べ

2. わが国の主要都市と諸外国の主要都市に森ける人口 1人あたりの公園面積

翰わが国の主要都市・・・・・・東京 0.9m’、大阪 1.5 m2、横浜 1.5 m2、 名古屋2.6 m尺

京都 1.'Ir岳

西諸外国の主要都市・・・・・・ニューヨーク 19. Om' ロンドン ・1 o. 0 m"、べ．：レリン'

・1 4. 4吋、モスクワ 9.7m'、 ミユンヘン ・J6. 0 m' 

② 自然公園

表 V-12 Viこ示すように, 1 9 7 1年加は詞立公圏 :23、国定公国44、都道府県立自

然公園 27 9,音r3 4 6となっており、その総面積は約 5百万虹 aであり五国土面蹟の約

1 3％を占めている。国民一人当たりの自然公園面積は約48m望夜つている。

V-12 自然公園の数と面積

注 1． 環境庁自然保護局計画課調べ

2. 国定公園とは、国立公園に準ずるすぐれた風景地であって、厚生大臣の指定する

ものである。

-90-

③その他

以上の筏かに国民休暇村、国民宿舎、国民保養センター、国民保養地左どのレタリエ

ーション施設があり、その整備状況をぶると、国民休暇村24、国民宿舎 31 o、国民保

替セ9ンター 63、国民休養地 21となっている。

-9 1 -
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じ＇ー 交
］エ
UIL 

1曹．，概説，. : 

① 国際文化交流においても、民閤の諸団体や個人のイニシアティブによ、つて行なわれている

部分がきわめて大きく、特に顕著なものとしては新聞社等が行なう諸種の催物t 人物の交流

左どがある。

② 国としては、文部省か学術研究交流、留学生交流を行ない、文化庁が芸術関係諸団体の行

なう各種の固際交流事業に対する補助、若手芸術家の海外派泄、国立の博物館、美術館の行

なう外国の諸作品の展麟墨国人杞対する日本語教育の研究等を行なう筏か、外務省が中心

となって日本文化の対外紹介を目的とする催物、人物の交流、資料の出版、日本語の海外普

及などを行なっている。また~、地方公共団体も諸外国の都市と姉妹都市の関係を結んて、人

物。惰報の交流を行なうなど国際交流が盛んになりつつある。

R 昭和47年 10月匠「国際交流基金」が発足し、官、民双方の基金 (1,0 0 0億円を目標

とする）を合わせて、諸種の墓業を行なうこととなったので、これ忙より近い将来、固際文

化交流は衰すます活況を呈することが期待されている。

④ 民間の発泡噂よる交流が盛んてあ~りその交流の総体ならびに特1疋世界のとの地域との交流

が盛んか等の問悶をとらえる方法が確立されていないためにも続計上に忍不備が多い。

2 出入国者数

胃一-'i 出入国管理統計紀よる入国外国人、出国日本人数の推移
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胃ー 2 地域別 正規入国外国人の資格

ー

9

4

1

出典 4 4 注：沖輝は含まない。

w-5 渡航先別 正規出国日本人の渡航目的

南アメリカ州 I
オセアニア州 I

7,5001 84 1 75 1 1,497 1 16 l 57 | 15 7 

不詳 1 7,274 75 | 153 3,964 | 25 | 54 1 1 | 
1 ,  1 54 1, 1 51 0 ! 52 1 8 

I 
s i 91 l 2 2 i s i 1.339 ! 1.s s? 

芍犀（
三 □竺竺＿□竺二竺＿＿―.竺竺5i 3釘 205 4l 26 1 50 1 14~ I 24,165 1 邸 56

---—三―------- i ---＇｛  ----．---. 
出典 4 4 

注 1 1威 0辱環り 1励ら11月まて疇匹ある。 （同年 12月の出国日本人は 54, 0 8 8人だが、統計胴査の変更により算入せず。）

2. 1 9 6 0年は、区分ごとの数が判明しないので＂総数のみ掲げた。

ふ 沖纏は含まない。
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VI-4 登録外国人数．．在外邦人数
VI -6 地域別・専攻分野別留学生数 (19 7 0年学部・大学院）

•一

、地 域 1 登録外国人数(19 7 0) 在外邦人数(1969)
----------,--

ァ ジ ァ 州 '672,275 

ヨーロツパ州 1 1, 8 9 8 

アフリカ州 246 

北アメリカ州 2 0, 8 9 4 

南アメリカ州 . 1, 2 9 3 

オセ アニア州 1, 0 5 4 

無 国 籍 8 1 8 
9, 

計 708,458 

出典 4 4、4.5 

1 8, 9 9 8 

1 7, 2 1 4 

2, 1 9 7 

89,126 

、212,802

2, 3 1 8 

3.42・,6.55 
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引
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魯

地域別

地 城 留学生数比率---—+ -•-—--• "..-・・・ 
アジア 8 3. 0 % 

中 近 東 1. 4 

アフ リ 力 0. 1 

オセアニア 0.4 

北 米 8.8 

中 南 米 2.3 

ヨーロッパ 4. D 
- ・ - 呵一

計 I 1 o o. o 
・--'-・-----・・ 

(4, 2 6 1人）

専攻分野別
・・・-・-

専攻分野 留学生数比率"・文ー·；五百•一[ .5・パ—―•
社会科学 2 3. 1 

学

学

A 
子

健

船

政

育

術

理

工

農

保

商

家

教

芸

1. 9 

1 5.0 

6.4 

9. 5 

D. 1. 

1. 6 

1. 6 

1. 9 

3 留学生

（1) 受入

VI -5 外国人学生 9留学生・国費留学生の推移（学部・大学院）， 9
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vr-7 地域別・専攻分野別国費留学生数 (19 7 0年学部，・大学院）

地城別

地

アジ

中近

ア フ リカ

ォセアニア

北米 I
中南米

ヨーロ ッ バ

7. 5・ 

0. 3 

1.5 
2.4 

5.8 

8.4 

32 8 
6 00 ・ 586 (0.04%) 

•’'- -- - -—••—- --
9 4 ← --・ •—--1..• I • I 

:‘ —•国費留学生
..~ 

1963. ・ 1965'1968'・. 1970 

出典 2 1 
注 1. o/0は全学生に対する比率

2． 全学生数 (1965年794,100人） （19 65年937,556人）

(1968年1,270,189人） （1970年 1,4D 6,521人）
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¥1] -8 外国政府・政府扱閲奨学金受給留学生数

5 出版物等の交流

胃―-10 日本文学作品の翻訳

- - -
9 - - - ---・― 

一三—――竺•9- | ＿ 1 ? : IJ__ 丁ー・-19-9二 9--|--'［こここ

：メ：力／□11 4 6 :I : ： ：、I: : 

ドイツ 1

イ ギリス

カナ灰

その他ョーーロッパ

アジア

中・近 東

オセアニア

中南米

注 1． 文部省留学生課調ペ

2. ・1 9 7 0年の減はフルブラ・イト計画による留学生の減によるもの

- --- - 9--―T―--- --―i ―ー・-----•-----t•一．―-一·―i--・ - - ------• •-------• ---・ ••一．•-一• -------------
区分i英語 1仏語1独語lその他 I計 備 考

ー・ •---- 1← - ～-- -••I----I―----『111ー・ -』.．—←--- -・ •--- ------• -- ----
1 9 6 0 5 7 5 1 4 0 . 5上[15 4 1数字は外国語に翻訳された日本文学の-―- l ---i ← - ---•一---一·• •一. --' 
1 9 6 5 l 1 0 8 | 1 6 | 5 8 | 7 3 | 2 3 5 ！作品叙である。

- ．---・ • -------―..．～•一・--------1ー・ --•一—t.--•一一·• I 
1 9 7 0」17 3『 25 [ 3 | 2, 1 2 5 o ] 

9--• - - ．----―・―--- -・ • --------・ •ー・ •• •••• -. 一・-----• --- -• - ----—· • -- ----• ー・・―.. 

出典 4 6 

出典 4 0 

汀ー 12 映画フィ，,,,ムの愉出入状況

---「―•一丁―----「―-----→-------
一 区―--—竺ー·----」こー6_o_-.Iー・□_5-----1-----1.？二°-----•9--＿竺•―--

輸 出 プ リ ン ト数 [ 2 0 5 9 1 2, 1 6, I 2, 1 3 7 輸入巴巴竺＿1-ニJ-ーニ□ーニ三二•一
注。 日本映画製作者追盟詞ペ

出典 2 9. 3 0、 3 t 3 2, 3 3 
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VI -1 5 

（単位： ・1,0 0 0円）-----------]ー 音楽一` 作`―五―・---□.-----―-
-. .  i文芸の著作物

演奏抱使用料録音権使用料 言I

1964年度＇
•-•一• --- I-------I-―-----．I----
I 7, O D O I 2,8 0 0 ! 1 9, 8 0 0 I, 1. 0 0 D 

—＿ー □-三 □°:-1-＿＿口竺9__L-2880[.I―•竺゜°---
1964亨 1 15 6, 10 01 52 5,5 0 0 1 6 7 9, 6 0 0 ] 1 0 5 1 0 0 

1967年度 i2 3 6, o o o I s o 4, o o o I 1, o 4 o, o o o 1 1 s 2, 4 o o 
--- - -- - - -~ - - ----• - - ---~ •一•一•I---

著作物使用料の対外支払状況

区 分

外囲からの入金

外国への送釜

注：文化庁調ペ

も 外 回 人 に 対 す る 日 本 語 教 育 機 関

刊ー 14 日本語教育実態調査による日本語教育帳関数 (19 7 1年）

―- -----・------- •一• 9 - -- ---9 .  I 

種 別！機関数「 「学生；数 教戦員数・ ・・備考
• ~ →← - -•一―-l9---・-]-----ピ-------

国・公と私立大学 -19 I 1.109 I 29・1 i 
一般日本語教育機関I 51 1 4,9 0 4 8 9 6 1 

計 7 0 ! 6,0 1 5 l 1, 1 8 7」教職員中尊任 55 1人
—←-—--．•一·· • ・--- -• - --•一---

文化庁調ペ

2. この他に日本語致育を実施していることを確認した機関 10があるが、学生

数．b 教職員数が不明のため、この表には含注れたい。
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尼 16 亭業主体別交流人員 (・19 7 0年）

『／三三［三三］ニニ__＿ 9------------------I 地方公疇体の疇＿三竺竺竺憶＿1―--ロ---
派遣I1 6 (： : 1 (:  ：，) 1 1 (: ] ：I : ： : : （: : 7 5 : 

受け入れ． （4） （ 9) （ 1) I (5 8) I ( 5 2) 

--→----1 :•三[_□ 2 り l—•こ]ー-2,！竺＿—-j___·- 4 2 [?＿＿ 
出典 4 7 

注. 1. ( )内は事業数である。

2. ここでとりあげた国際交流は次のような目的をもつたものである。

①交歓、親善、視察、、見学等

R 知識 s 技術の音得~、技術協力、奉仕等

⑧ 国際的行事や会議への参加

R 

スポ ーツの国際交流

アマチユア・スポーツの国際交流

アマチュア・スポーツ硫技に参加するため忙海外に渡航したものは t 1 9 6 5年忙は 1,272

人、 19 7 O年には 1,4 2 3人となっており、主た渡統先はアジア、ヨーロソパ関係が大部

分を占めている。

一方勺外国選手の受け入れ状況忙ついてみると冷 19 5 9年忙は 17 9人程度であったが、

1 9 6 9年には 95 5人と約5倍に増加しており、種目怠隣上碗技3 野球、バレーボー）レ、

テニスなど 21稲目忙及んでいるo受け入れ選手の比較的多いのは韓国、フィリッビン等の

ァ：：ア地城の選手であり、全受け入れ選手の約 3分の 1を占めている。

アマチユア・スホ゜ーツの国際交流のうち主な危のをあげるとオリンピック競技大会への参

加 2・1 9名 (19 7 2年、ミユン：＼ン）、アジア競技大会 26 0名 (19 7 0年パンコク）

ユニバーシアード 55名 (19 7 0年、 卜1)ノ）、などをあけることができる。

な姿、種目競技団体が狼自で交流している怠のとして、日：9'パレーホニール（約30名）、

全米陸上舷技大会 (4~6名）、水詠 (1O -・ 1 2名＼、アジアユ：ースサッカー (25名）、

アジア地域や欧州への卓球選手団の派嬬 (20~25名）、テニスのデピスカップやウイン

プ.Iレトン大会への参加 (・12 ・~ 1 5人）などをあげることができる。

ォ I]ンピック競技大会・ヘ'の参加と開催

ー 100-
-1 01-



わが国のオリンピック競技大会への参加状況は表渭ー 17のとおりである。・

また、わが国は、 19 6 4年には、アジアではじめてオリンピック競技大会の主催国とな

り、大会は東京で開かれ、外国選手は93か国、約5,2 0 0人の選手、役員が参加している。

なお、 1 9 7 2年には、第 11回オリンピック冬季大会が札幌で開催され、外国から 34 

か国、 1,0 3 8人の選手が参加している。

VI -1 7••オリ；ンビック競技大会への参加

参加者数

員 選手

1 9 3 6年1ヘルリノ1,4711TI 
1 9 5 2年 へ Jレシンキ 1 0 8 

1 9 5 6年 メルボルン 1 6 4 

1 9 6 0年 ロ マ 2 1 6 ！ヽ

1 9 6 4年 東 京 4 1 0 

1 9 6 8年 メ’ ー・キ ． ッ ， ．ーコ 2 1 5 

1 9 7 2年、 ミュン・ヘ,•ン' 2 1 9 

注： 文部省調べ，

-1 02-

圃 文化行政組織と文化費

1 文化行政組織

(1)概説

広く文化の概念をとらえた場合、それに係わる行政は、国の段階では文部省（社会教育、

体育スポーツ等）、文化庁（芸術文化、文化財保護等）をはじめ、総理府（観光、歴史的風

土の保存等）、環境庁（自然環境の保護、自然公園等）、外務省（国際交流）、林野庁（国

有林野外利用施設等）、運輸省（観光等 ）、建設省（都・市公園、歴史的風土の保存等）など

で行なわれており、地方公共団体においても教育委員会の他に知事部局、市町村長部局で行

なわれているが、ここでは文部省、文化庁および教育委員会で行なっている芸術文化、文化

財燭蔓、社会教育、体育スボーツ等に関する行政組織についてのみふれることとする。

(2) 国の文化行政組織

国における文化行政は、 19 6 8年 6月文化庁が設置されるまでは、芸術文化および国際

文化交流は文部省の文化局で、文化財保護は文化財保護委員会（文部省の外局で行政委員会）

で行なわれてきたが、文化庁の発足によりこれらの行政は一元的に推進されるようになった。

社会教育および体育スポーツは、従前どおり社会教育局および体育局において行なわれてい

る。

以下、国における文化行政組織の機構図を掲げる。

圃ー 1 文 部省

そ雪 、こ

-103-
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(3) 地方の文化行政組織

地方に森ける文化行政は、都道府県、市町村とも教育委員会において推進されている。こ

の教育委員会は沿教育、学術装よび文化に関する事務を管理し執行するため都道府県、市町

村1疋設置される機関て、これら都道府県、市町村の長からある程度独立の地位をもった行敗

委員会である。

以下、地方忙森ける文化行政組織の機構図を掲げるが乃都道府県、市町村とも標準的な団

体のものである。

¥'1l-5 都道府県（人口 17 0万人程度）

I ←-- --
二こ＿＿＿璽ー・]
r-- --•-'-•• -• •一
！教育委員会 l.--ェ---

！教育長.....l
• -—_J 

- 上 - - - - - - .

1次長 l-「―..

［・［三三三J
こ、皇五負土］
廿文

--l 

化 課1

二；

-106-

罰ー 4 市町村（人口 I0万人程度の市）

［―9-―ニ―--～1
巾長 1’i- - 9 ---9-99--.. j 

！ 教音委員会 l
—一·――●-—ーー[~------—• -~— -9←---

”-ー---•一-·------- -一I教育長-•「--------」
！ 
--

［□-［三］三］+ --------•一―-----•- -—→一→
」保健体育課＇
＇ , ---~—~ -—-^----• _ 1 ！ ~ 

l一
_＿, 

しi・ 審諮会等 I
―丁―•一9●ー··—―----l 

i ・ 9 - -―----::—, 9,．． 
r廿公民競運営審悶会I ------• ---，＿」
日五盈畜盲言畜―,

[-「ニニーニニ-こ］
＇ 
体育指導委員 1

I 
← 

2 文化費

11) 観説

文部省、文化庁あ心 万町村教育委員会の予算を全体としてみた場合、文化費

は19 6 O年の 16 51忍円から 19 7 0年の 1,4 0 5億円と 1 0年間で約 8.5倍に増加して

いる。これは、行政費の 4.8倍、教育費の 4.7倍の伸び率応比べると著しい増加傾向を示し

ている。したがつて、行政費均よび数育費i!C対する文化費の比率怠 t 0、5％から 0.9%、

2. 7％から 4.8 %とそれぞれ大巾に拡大してきている （表VIl-5)，） 

この予算を国と地方忙分けてみた場合に悲五国・地方とも鐙茂同様の（取びの傾向を示して

いる。ただ、国の行政壁姦よび教育費尻対する文化贅の割合は， 1 9 7 0年度でみた場合地

方の 1.3 %、 5.1 %と比べ 0.2%、 1. 8 %と相当低l̂ （表Vll-8、1'll-6)。

文化曼を国民所得、人口 1人当りとの関連でそれぞれみると、文化費の国民所得に占める

割合は 19 6 0年の0.1％がI9 7 0年で 0.2%、人口 1人当りの文化費も 17 7円から

1, 3 5 5円と大巾匹増大してきている （表刊ー 11)。

(2) 固茶よび地方公共団体が支出した文化賢

-1 O 7-



1'l!-5 総行政費と総教育費袋よび総文化費

出典 4 8 

注 総行政費：圃 c..6の国の行政費と呵― 8̀の地方の行政農の合計額から国の地方忙対する

支出金を控除した額である。

総教育費；罰ーるの国の教育費とVll-8の地方の教育費の合計額から匡iの地方に対する

支出金を控除した額である。

総文化費： Vn-6の国の文化費と ¥'ll-8の地方の文化費の合計額から国の地方忙対する

支出金を控除した額である。

Vll-6 国の行政費と教育費森よび文化費

出典 4 8 

注 国の行欧費：一般会言fと園立学校特別会計と0歳出合計額から「一般会計から国立学校

特別会計への繰入額」を控除した額である¢,’

国の教育費：文部誓所管一般会計と国立学校特別会計と0歳出合計領から「文部省所管

一般会言tから国立学校特別会計への繰入額」を控除し、他省所管一般会計

歳出決算額のうちの地方教育費補助金額を加えた額である。

囲の文化費＇‘文部省所管一般会計歳出予算のうち芸術文化、文化財保願、社会教育、体

育•'スポーツ、国際文化交流（国立学校特別会計歳出予算分を含む。） Vこ

かかる額である。
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出典 4 8 

注： 芸術文化費：芸術文化の振興普及定よび国語、著作虚凪宗教忙かかる歳出予算額である。

文化財保骸贄：文化財の保存活朋にかかる歳出予算額である。

社会教育費：学校外におけ；こ府少年沿よび成人iこ対して灯窄われる組織的な教育活動に

かかる歳出予算額である。

体育・スポーツ農：体育｀スポーツの振興侭かかる歳出予算額である。

国際文化交流喪：留学生・学者等の人物交流、日本古美術展、ユネスコ等にかかる予算

額である。

vn-8 地方の行政聾と教育費および文化賓
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出典 2 2 

注：地方の行政費： vll-9の都道府県の行政贄とill-1 oの市町村の行政贅の合計額から都

道府県の市町村忙対する支出金装よび市町村の都道府県［こ対する支出金

を控除した額である。

地方の教育費： 1贋ー 9の都道府県の教育聾と罰:-,-1 0の市町村の教育費の合計額から都

道府県の市町村忙対ナる支出金および市町村の都道府県に対する支出金

を控除した額である。

地方の文化賢： ＼附ータの都道府県の文化費とill--1 oの市町村の文化費の合計額から都

｀ 道府県0市町村に対する支出金姦よび市町村の都道府県に対する支出金

を控除した類である。
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¥,]lー？ 都道府県の行政費と教育残蕊よび文化贅
- ---7- --- ------

ー □者［饂鳳県竺竺疇三饂門亨璽言竺□じ道齊鰐ミ旦□行政賢如対するi教育費忙対する
年度

--•---tー実言f'l-1一遣．数］．害 冒Pl口・賃堅ーロ予雨9亙紋・-I文化費賛・翌 訊 ． 毀 竺 讐
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出典 2 2 

注：都道府県の行政費：都道府県歳出の普通会計分の決算頷である。

都道府県の教育費：都道府県の公教育費稔額である。

都道府県の文化恢；都道府県の公教育費のうち、芸術文化、文化財保護、社会教育℃体

育。スポーツにかかる額である。

VlIー1D 市町村の行政費と教育費茶よび文 化費

年度
I市町村の声費 1市町村の教戸五丁市町村の王五三7]扇費に対す三―I`̀三に吋する―-

- -• 9--—一—---—-------—• ---—-「――ー·--—-1 _ 実 額指数実額 指数＇実領指数 文化費の比率文化費の比率
^~ •—· ---・・--|-----|_ [ ---—I~---------1→•一一←・--•-—- --—- ----

！ 醐円 l 芦 i 醐f~l 1nn I HSA % I ~1Q % 
1 9 60 7 08,769 1 0 0 1 76,897 ! 1 o o I 10,94 4 1 0 0 1.54 ふ18

ロニ;;：I：？二°4・ロ：：二，2:：：＇口/-!：： ＿ 
出典 2 2 

注 市町村の行政費：市町村歳出の普通会計分の決算領である。

市町村の教育資：市町村の公教育費総額である。

市町村の文化費：市町村の公教育費のうち、芸術文化、文化財保設、社会教育、体育・

スポーツにかかる額である。

¥'l[ - 1 1 国民所得忙占める総文化費と固民 1人当りの文化費

- I I ------ --—•一'------——-··-------， 総文化費の国 1 人口 1人器り
年度＇国民所得 I総文化費

I l民所得忙占め 人 口←
Iる比率 戻骰ロ―数—-—-—• -- ---1 一・ -—· -----•------• • • ---

億円 麟 1 ％ 人 円・

1960 I.132,691 I 16,563 I .  _O.i 2 I 93,418,501 I 17 7 I 100 
； 

1965 I 2 6 0,8 6 8 I 4 8.4 3 4 

J ] 1 
0.1 8 9 82 749 6 1 ! 4 9 2 1 2 7 7. 9 

1 970 590;4 8 0 1 4 0,5 6 8 0.2 5 _l_1 03,7 20,06 0 1 1,3 5 5J  7 6 5.5 ―’―--• • ----- --- ---•一· -- ----…—-~----· 出典 2 2 
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（3) 園民個人が支出した文化費

個人が文化のため忙支出した経費は、総額で ・19 6 0年 4,7 2 5億円、 19 7 O年 1兆9,582

億円と 10年間で約4倍忙増加い国民 1人当り忙すると 5,0 5 8円、 ・18, 8 8 O円と左つて

いる。消費支出忙占める文化費の割合心 6,1％から 7,9 ％と伸びている。都市階綬別でみると

支出実額は、都市の規模が大きく たるに従い額も大きくなるが、消費支出に占める文化費の割

合には大窓な動含は見受けられない。

rl!-1 2 国民個人が支比した文化費

出典 8 

注 1 総理府統計局「家計調査報告害 i946~•i962 年版」「家言十調査年報 ·1 9 6 5 

年、 19 7 0年版」から推計した。

2 文化資は、新聞方維誌、書翁等の印刷物の賭入費、テレビ，ラ、ジオの受信料ゞ映画

スボーーッ等の観覧料、力、ヤ：ラ、フイ Jレム、レコート＼楽器、。スポーツ用品、玩具等の

娯楽品の賭入費、旅行媛、月謝等を総称した。

大都市 ： 人口 10 0万人以上

中都市 ： 人口 15万人以上～10 0万人未満

小都市 ： 人口 5万人以上～ 15万人未溝
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「文化統計」作成上の間題点

11) 「文化統計」の必要性

教育行政を行なう上で、教育統計が必要であり、経済行政を行なう上で、経済統計が不可

欠であるように、一国の文化行政を考えるとき，「文化統計」なるものが必要、不可欠てあ

ることは、きわめて自明のことといわねばなる古い。

ところが、わが国に古いては冷教育統計や経済統計などの総統計に関しては、厖大なデーヽ

タが収集。腔儲されており、その氣念もかなり明確なものがあるに恣かかわらず、「文化統

酎」というとと如なると、体系的な忠のは録とんど左く、その概念自体も定着していないと

いうのが冷現状である。

一国の文化行政を考えるとき、その国の文化の水準を示す客観的膀指標 (ind.:Lcators) 

というものが得られて姿り、しかなそのようた ina.-ica torsが整備され、また、諸外国と

直接比較できるようになったとしたら、科学的根拠の明確＿Cさかつ説得力のある文化行政政

策が立案できるこどであろう。しかし、行政施策の対象とする文化の範囲および目模とすべ

き水準を設定することが非常に困難であること冷あつて、現在、わが国如袋いてもj_nd.i-

catorsが、確立されていたいというのが実状である。

文化忙関する体系的な統計資料というものが得られ、指標化が可能となり冷それがさらに

国際比較や、わが国肉での地域比較など志で宕るよう 1疋たつたとしたら、それは、文化行政

に資するだけでなく苓日本の社会を、日本の文化を3 そして日本人を、よりよく理解する上

で大き〈貢献することができよう。そういった、学問的な観点から｀、［文化綜計」という

ものの決定版丸近い将来vcて窓ることを切に期待している。

本「統計」は、まつたく「試行錨誤」の第一歩をふみ出した危のにす智ないが、この種の

研究志向をわずかなりとも刺激い出発の際の足かかり iこなることかできればゞ幸甚である

と考えている。

まず、データの範囲1疋関しては、他の諸統計と明確忙分離することはもともときわめて

困難である。そこで¥とりあえずは、文化施設塩よび文化活動に関するすべてのデータと

いうぐらいに考えて出発する他はある玄い。ゎれわれは℃こうして 7項目を選んでみた

が泊これで十分という保証はない。ただ主たるものとして、このようなものは是非含めて

考えたいという項目がこのよう忙 7項目選ばれたということで 3 今彼さらに検討を加えな

がら、より明確にしていきたいと考えている。

② データーの対象

つ逹に、データの対象であるがぅ大きく次のよう左 7つ｛疋分類することができょう。

1． 文化施設実態
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2， 文化施股利用状況・..................................................ニ

3. 文化活動実態 ） 
’奪門家・・ J.,．．,．．.........................・・ホ

Iアマチュア ・・・ 0● ●.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘ

4. その他（制度・予算など）。。．，．··········•·.···。•.．．·······..........,ヽ

まずも文化統計というとき、種々の文化施設凌たは文化財についての基礎的統計資料が

含祖れるぺ送であるという点忙ついては 3 異論はあるまい。

このなかが、さら{fこ｀「国 e'.9公立」の博物飽や動物園、文化会館、運動場のよう左忠の

と、完全に「営利」を目的とした「私立」の施設とがある。ポーリング場や、パブリック

でないゴJ！ワ・コースなどは、その代表的なものであ知さら『らわが国では、「国 e 公立」

の旅設がま 分てはたいため、それを補つて、「弗営刊私立」施読と危いうぺき

(2) 「文化統計」作成上の問題点

ところで、実際忙「文化統酎」たるものを作成しようとするとき、いくつかの困離IILぶつ

かる。さいごVここのような問題点1(eついて、二、三、整理しておこう。

① 概念と範囲の設定

まず、「文化統計」というとき冷そこvcどのようなデータが盛り込まれるべきか、とい

った点応ついての明確なイメージが確立されていない。たとえば泡デークの範囲、データ

の対象、デークの種類など匠ついて、どこまでカパーすべきであるかは，きわめて不明碩

である。また、デークの分析や記述の立場という点からも、稲々た「文化統計」が可能Ire

たる。このような問題匹ついて、考えてみよう。
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ものか、窓わめて多い。たとえば一流企業のダランドとか，文化施設などがその代表的な

，もので、一般市民忙公開されず、そのーような一流企業またはその関追企業匠所属している

ものだけが利用で宕るような施股が多い。

施設の実態侭関しては］国ら公立の詞設については、かなりデータは完備しているが、

「葬営利私立」に関しては、データはあまりない。特忙「営利私立」に関するデータとな

ると、筏とんと体系的yc集大成されたものはないといつてよかろう。このへんにまず大き

な問題がある。

次1疋、文化施設の利用状況ということ侭なると、＆全国的忙集計されたデータは整備され

ていない。たとえば、文化会館が百どんな目的で何回用いられたか。それそれの会合で利

用した人たちは何人ぐらいかo主としてとんな人たもが集まつたか。といった、基礎的デ

ータもたいのが実情である。

文化活動に関しても、入手可能たデータはきわめて限られているといえょう。なかでも、

専門家の活動忙ほ関するデータは¥きわめて賓弱である。たとえば万日本中に、現在、小説
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家、音楽家、画家食どかどの位いるか、プロのスポーツ教師や、華道・茶道をはじめ囲話・

将棋などの尊門家はどの位いて t 何人位の弟子を教えているかもといった基礎的な資料も

十分てなく、いろいるな団体忙加入している専門家の加入者数がいくつかおさえられてい

るという程度である。ましてこれらの専門家の活動の詳細などは、筏とんど体系的には明

らか忙されていない。

．では、アマチユアの方はどうであるうか。忍ちるん、プロとアマを峻別することは℃非

常に難かしい領域もあるが、一般の市民たちで、姦茶や拉華を習いに行っている人が何％

位いるか、囲碁．．将棋を楽しんでいるア-々9チユアは何％位か、といったデ・ータで

多るが、これ忙ついて怠さいくつかデータは得られている。しかし、いずれもきわめて断

片的に、他のある目的のため忙行なわれた網査1疋、たまたまそのような項目が入っている

という程度のもので、体系的勺組織的デークは、きわめて乏しい。

さいこの文化行政忙関する予算，制度などについては、か左り詳しいデータが整備され

ている。

R デークの種類

第3の、デークの穏類1てついていえは、大音く 2つ忙分類することができよう o

A 第2次資将 (Se c onda ry (la ta)またはマクロデーダ

B 第 1 たほミタロテータ

この点については、いままでの記述のなかでたびたびふれているのて、今さら繰り返す

まてもあるまいが、文化施設の実態や、再門家，｝）文化活塁りの登録数、予簑や制度などば、

第 2次資料により、文化施設の莉用状況やアマチユアの文化活動参加実態などは、世綸調

査のテータ 7ミどのミクロなデークに依存している。

もちろん、書籍との接触実態などは、出版統計の方から推澗ずれは河これは第 2次資糾

忙よるし、読薔調査の結呆ということであれば、これは第 1次資料忙よるということ作な

り、同じ主題紅対して、双方からのデータをとること恣可能Vこたる。しかも＂一般 !ICは、

この両方からのアプローチが必要なのである。

しかし、いずれにしても｀。他の目的のため陀収集されたデータが筏とんどであり、文化

行政の推進に資する「文化統計」を整備するには、そのための組織的な第 2次資科の収集

のための研究と実践か必要であり、、そのための本格的な世論調査を行左うことが是非必要

であるという点忙関しては万疑う余地はなかろう。

④ 作成上の立場の問題

いままで検討してきた極々の問題と密接忙関連した問題点として、そのような「文化統

計」を作成する目的はなにかということ1疋よつて、とり上げられるべ含領域や指榎が、か

なり変化するということ恣明らかである。なかでも

a ，国内的な分析

--1 1 4 -

D 国際的衣比較

のどちらを目的1疋するかということは、決定的忙その文化統計の内容忙影妙を与えること

忙衣る。

すなわち、一つの固のなかだけで令文化水準の検討をい文化行政忙資するデータを得

るというような目的の場合には、あまり iても自明のデータは不必要である。ところが、国

際比較のためには乃そのような目朋なデータ忍、実は決定的忙重要な意味を合つ。

たとえば3 日本は，単一民族、単一言語の国であり勺鬱務教育の就学率が 99. 9％て低

とんどC国民が文字が読めて、テレビや新聞を見たことのない？ものは筏とんといない。こ

のような事実は、国際比較のための文化統計礼とつては、驚異的な事実として、重要性を

もつものである。しかし、固内文化の検討ということから考えると、自明0 ことで、情報

価値は筏とんど左い。

本「統計」忙如いては、国際比款は二次的目的として考えているのて、このような＂自

明”のデータは一切割愛した。しかし将来の国除比較のため匠尽この種の指撰忙ついて

ふ十分検討し，，体系的に整備しておく必要があろう。

以上のような問題点忙ついて、今後検討を重ねつつ、「文化統計」として必要な惑のはな忙

か匹ついて、理綸的忙危経験的紅も、より洗練された枠組を構成していきたい。

そのためには、本格的、かつ組蔽的な研究を必要とすることは上述のと森 11であるが、でき

ることなら、諸外国のデータを組織的に収集、比較しつつ、そのような国際比較妬耐え得るよ

うな、「文化統計」にしてい忘たいと考えている。

そのようたデータの整備ができてはじめてより厳密な「文化指椋」作成の試みも、突現され

~［う。そのための理論と方法紅ついても冷十分検討を重ねていきた1＾と考えている。

これらはいずれい今後に残され如きわめて重要な研究課題である。

-1 i 5-
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